
Title 副業的・季節的労働者の移動
Sub Title Seasonal casual labor during inter-war period
Author 西川, 俊作

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1965

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.58, No.3 (1965. 3) ,p.198(42)- 220(64) 
JaLC DOI 10.14991/001.19650301-0042
Abstract
Notes 資料
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19650301-

0042

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


'W
'

料

I

:-.
:' 

'ゝ

副

業

的

：
•

.
季

節

的

労

働

者

：の

移

動

麵

i

f 

r
..
.

H,n
._

■
,
'
:
.
•

開

題

大
正
末
年
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て

、
中
央
お
ょ
び
各
地
方
の
職
業
紹
介 

事
務
局
、
な
ら
び
に
各
府
県
の
社
会
課
な
ど
の
手
で
、.
各

種

の

〃
労(|
!
|
_
情

調
 

迹
"

が
活
発
：に
お
こ
な
わ
れ
、
•
そ
の
■
調
査
結
果
は
い
ず
れ
も
百
頁
内
外
.の
小
冊 

子
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
調
査
目
的
ば
調
査
実
施
機
関
業
務
の
参
考
.に
資 

す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
わ
け
で
、

対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
は
産
業
別
、
地
域 

別
'

職
植
別
の
労
働
事
情
-

^

-労
働
の
需
給
状
態
、

労
働
の
移

(

異)
動
な
ど 

労
働
市
場
関
係
の
も
の
が
多
い
が
、
他
.に
各
労
働
階
層
の
生
活
状
態
等
p

調
査 

.対
象
と
な
.
っ
て
い
る
。
こ
ぅ
し
た
調
奄
研
究
が
流
行
し
た
背
後
に
は
、
i

務 

上
の
進
展」

「

業
務
上
の
参
考」

と
い
ぅ
理
由
の
ほ
か
に
、
そ
れ
な
り
の
必
然 

的
理
山
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

.
第
一
次
大
遞
を
境
と
す
る
重
化
学
土
業
の
I

速
な
成
長
が
熟
練
職

工
市
場
の
. 

道
迫
：を
も
た
ら
し
た
こ
，と
は
、
ょ
く
知
ら
れ
た
歴
史
的
事
実
で
あ
っ
て
、
' 

労
働 

市
場
に
関
す
る
情
報
が
必
惡
と
さ
れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
を
こ

こ

に求
め
る
こ

と 

が
で
き
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
激
し
い
不
況
の
到
来
は
多
数
の
失
業
者
群
を
発

生
さ
せ
、都
市
下
層
社
会
の
生
活
状
態
に
関
す
る
関
心
を
呼
び
さ
ま
し
て
い
る
。
 

各
地
方
:1
-

あ
っ
て
は
、農
業
恐
慌
と
か
ら
み
あ
っ
て
製
糸
業
め
衰
退
が
大
き
く
、
 

.
失
職
女
土
群
の
存
在
は
、
紡
績
業
め
雇
用
拡
大
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

. 

な
お
構
造
的
な
失
業
問
題
と
し
て
把
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 

わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
.に
〃
労
働
事
情
調
査
〃
と
呼
ぶ
一
群
の
調
査
は
、.
そ
う
い
う 

意
味
で
明
治
期
の『

職
エ
.事
情』

.
の
系
譜
を
維
い
，だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

.
調
查
方
法
は
概
し
て
実
地
踏
鸯
が
ほ
と
.
ん
'ど
で
、
は
じ
め
か
ら(

包
括
的
な) 

統
計
調
査
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
も
の
は
少
数
で
あ
る
.0
し
か
し
各
報
告
書 

に
添
え
ら
れ
た
既
存
統
計
の
‘彭

r

も
、
現
在
他
で
兑
る
こ
と
の
で
き
な
い
赀 

童
な
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
統
計
資
料
の
収 

集
を
試
み
な
く
て
は
な
る
ま
’
い
.<
>

そ
れ
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
矩
贵
的
な
資
料 

と
な
ち
ん
で
、
，
報
告
書
に
靡
ら
れ
て
い
る
定
性
的
な
情
報
の
統
一
的
な
整
理
を 

お
こ
.
な
う
必
要
が
あ
る
。

一
般
に
、
調
査
範
囲
は
比
較
的
限
定
さ
れ
て
い
て
、
 

事
例
研
究
と
い
っ
た
色
彩
が
強
い
し
、
.報
告
内
容
も
精
粗
さ
ま
ざ
ま
で
区
々
た 

る
断
片
的
情
報
が
少
な
く
な
い
。
だ
が
、
，そ
れ
な
り
に
か
え
っ
て
具
体
的
で
、
 

当
時
の
労
働
事
情
を
迫
真
的
に
描
ぎ
出
し
て
.ぃ
る
の
で
ぁ
.る
„
。

;

'

こ
ね
ら
の
知
識
は
、
わ
が
国
に《

近
代
的
な》

•
賃
労
働
市
場
が
ほ
ぼ
■確
立
し 

た
と
思
わ
れ
る
大
正
末
期
•

昭
和
初
期
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ 

て
、
労
働
市
場
の
生
成•

発
展
を
知
る
う
え
に
不
可
欠
で
あ
る
ば
か
り
で
な 

く
、.
同
時
に
そ
の
よ
う
な
過
程
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
昨
今
.の
労
働
市
場 

を
分
析
す
る
た
め
に
も
き
わ
め
て
有
用
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
と
お
り
、
わ
が
国 

の
就
業
構
造
は
産
業
別
、
地
域
別
、
職
種
別
、
性

•

年
齢
別
に
複
紙
な
構
成
を 

も
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
準
じ
て
貨
金
の
決
定
機
構
も
傾
斜
的
と
呼
べ
る
特
性
を 

示
し
て
い
る
。
し
か
し
分
析
に
必
要
な
情
報
は
著
し
く
不
足
し
て
お
り
、
戦
前 

に
お
，い
て
は
わ
ず
か
に「

国
勢
調
査」

：「

工
場
統
計
表
卜「

労
働
統
計
実
地
調
査」 

「

出
稼
者
調
迸」

：「

エ
：場
監
督
年
報
1

「

労
働
者
募
集
年
報
1_
>
，
な

ど

に

限

ら

れ

て
 

い
る
。
こ
れ
ら
の
調
查
は
い
ず
れ
も
包
括
的
だ
が
、
反
面
綿
密
な
分
析
を
許
す 

ほ
ど
詳
細
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
労
#

の
産
業
別
、
地
域
別
移
動
の
解
明
に 

際
し
て
も
、
以
上
の《

巨
祝
的》

資
料
に
加
え
て
、
本
調
査
の
よ
う
な《

微
視 

的》

資
料
を
利
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

_

:

現
在
わ
れ
わ
れ
の
知
る
か
ぎ
り
で
⑴
、
百
'
点
を
.越
え
.る
.報
告
書
群
が
あ
る
。
 

そ
の
な
か
で
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
利
用
さ
れ
ぬ
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
な
か
：か 

ら

、
比
較
的
重
要
ど
思
わ
れ
る
も
.
.の
-̂

選
ん
.で
再
構
成
1し
て
ゆ
く
の
が
、.
こ
.の 

覚
書
のE

的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
覚
書
が
、
戦
後
.の
労
働
.市
場
機
.
構
、
賃 

金
•

就
業
構
造
.へ
■
の
'理
解
を
深
め
る
も
の
と
な
る
こ
と
は
、
云
う
ま
で
も
な
い
. 

こ
と
て
あ
ろ
う 

.

.

*
:

ぶ

労

働

事

情

調

查

"

.

.
の

コ.
レ
ダ
シ
ョ
ン
は
，
梃
大
産
業
研
究
所
藤
^

-

文
庫
、：

■

労
働
省
図
書
館
鈴
木
文
庫
所
蔵
本
に
よ
-?

て
い
る
。
そ
の
目
録
は
今
後
補
足
を

続
け
て
か
ら
発
表
す
る
が
、-
な
お
未
見
の
も
の
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
の

'̂
■

vv

へ'
^

業
.

的
、
；.
^

^

的
^

働̂
.

の
^ :

動

：
.
”
.
.
，
'
ぺ

::
..!

' 

;
.

で
"

読
者
の
御
教
示
を
戴
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
.鈴
木
文
庫
の
閲
覧
.に
つ
い
て 

.■
'

は
、：
同
図
書
館
副
館
'長
三
好
豊
太
郎
氏
か
ら
多
大
の
便
宜
を
受
け
た
。
記
し
て 

,.
深
く 
感
謝
す
る
。
. 

:

_

一.
、.
は

し

が

-
き
：

.

.

.

.

.
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
三
点
の
報
告
書
は
、
い
ず
.れ
も
昭
和
四
年(
ニ〜

三
月) 

に
中
央
職
業
紹
介
事
務
局
か
ら
刊
行
さ
れ
.た
も
の
で
、
農
民
'「

副
業」
と
し
て 

の
ハ「

季
節」

出
稼
.に
関
す
る
調
査
報
告
で
あ
る
。
_

:

〔

1〕

':
.
.
:

『

出
稼
漁
失
供
給
組
合
調
查』

(

九
|

頁
>

.

:

:

.
 

:
'
,

〔

：：2
.

〕

.

.

『

群
馬
県
下
に
：於
け
：る
養
蚕
労
働
事
情』

1(

ー
〇
四
頁)

：

:■
•〔

3〕

.；

.『

酒
造
労
働
.事
情(

労
働
移
動
調
査
第
三
輯)

』

'(

一
四
六
頁)

.:

調

査〔

1〕

：
は
.
.北
蔽
道
、、_

太
等
.
の
北
洋
漁
業
べ
の
東
北
•
北
陸
各
県
か
ら 

の
出
稼
漁
夫
を
扱
っ
て
い
る
が
、
調
杳
の
主
題
は
し
か
し
出
稼
漁
夫
そ
の
も
の 

ょ
り
も
、
そ
の
供
給
組
合
の
沿
革
•

機

能

.
組
織
等
の
実
情
調
沲
に
主
眼
が
お 

か
.れ
て
い
る
。
調
查
，

〔

2〕

は
調
查
地
域
を
群
馬
県
に
限
っ
て
：、
.養
蚕
労
働
者
. 

の
属
性
.
•
•、種
類
、
就

業
•

移
動
状
況
、
給
与
•
待
遇
等
を
綿
密
に
調
査
し
た
も 

の
で
あ
る
。
調
査
.〔

3〕

は
全
国
的
.な
視
野
で
杜
氏
の
出
身
地
、
就
業
地
、
移 

動
，•
就
職
状
況
、
杜
氏
組
合
等
を
調
査
し
て
い
.る
が
、
主
に
北
陸
地
方
か
ら
近 

畿
地
方
へ
の
出
稼
労
働
者
に
過
半
の
頁
を
費
や
し
て
い
る
。

こ
の
ょ
ぅ
に
職
種
、
地
域
な
ど
対
象
と
す
る
範
囲
は
多
様
だ
が
、
季
節
的
出 

稼
の
主
要
職
種
が
選
ば
れ
て
お
り(

た
と
え
ば
酒
造
出
稼
は
食
品
加
工
出
稼
の
約 

八
割
を
占
め
.て
い
た
>
、.
'各
地
方
に
：お
け
る
副
業
的
出
稼
.の
.
典
型
が
押
.え
ら
れ
て 

い

.̂
.(

ま
た
群
馬
.へ：の
男
子
農
業
出
稼
の
大
半
は
養
蚕
労
：働
で
あ
っ

た

と

#

え

ら

れ
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る)
。
'
さ
ら
に
北
洋
漁
業
へ
の
出
稼
漁
夫
は
漁
携
出
稼
の
圧
倒
的
部
分
を
占
め
、
 

他
に
は
網
戸
内
の
塩
田
出
稼
が
わ
ず
か
あ
る
に
す
ぎ
な
W

。
し
た
が
っ
て
、
こ 

れ
ら11:1

調
丧
を1

桮
し
て
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
副
業
的
•

;.
^

都
的
移
動
労
務
に
，つ
い
て
、
統
一
的
な
認
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
し
、

.

.

ま
.た
ぞ
：の
間
に
存
在
す
る
'個
別
的
特
質
：に
つ
い
'て
理
解
が
深
：め
.る
'こ
.と
が
で
.ぎ 

i

ろ
う

'：
9'
以
下
で
は
、
’
副
業
的
V

季
節
的
出
稼
旁
歐
の
.萸
態
を
、
.そ
れ
ぞ
れ
, 

9

職
籀
、
地
域)

に
即
じ
で
検
討
し
て
ゆ
-

う

。
；
：
へ
：
.
：

'

V

:

 

そ
れ
と
と
も
に
、
-'
;
'
.農
村
労
働
カ
.の
配
給
機
構
ど
し
.て
形
成
さ
れ
た
出
稼
漁
夫( 

供
給
組
合
、

杜
氏
組
合
：

(

と
く
.に
後
者)
に
つ
.い
て
.の

：
記

載

を

整

理

し

、
，
そ

.
の 

機
能
と
.本
質
を
確
認
し
て
.お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。；
な
ぜ
.な
ら
、.
募
集
人I

:

 

.周
旋
員
な
ど
を
中
心
と
す
る
.「

古
典
的」

；
募
集
制
度
.に

よ

る

農

村

：
労

：
働

力

•
の 

「

駆
り
出
し」

か
ら
、

：
' 職
業
紹
介
所
網
'の
体
系
的
運
用
に
よ
る
'
農
村
労
働
力
の
. 

「

職
業
紹
介
所
的」

：配
給
へ
と
い
，う
、
労
働
市
場
組
織
©

展
38

過
程
に
お
い
て
、
 

供
检
組
冷
は
ー
古
典
的
^

募
集
制
度
の
-「

矯
正
«_
'
'
-
.
.
.

と
職
業
安
定
所
組
織の

.
.「

外

.

. 

請

と

；し
て
当
時
の
労
働
市
場
：の
制
度
的
特
徴
を
形
成
し
.て
い
た
：か
：ら
一
で
あ
，
_

る
？
-

:

'

.

ハ

,

.

- 

V
. 

,

 

. 

■

ネ
当
時
の
季
節
的
出
稼
の
大
要
に
つ
い
て
は
、
中
央
職
業
紹
介
事
務
局
，.

『

附
祈 

:;

三
年
中
に
於
け
る
道
府
県
外
出
稼
者
に
関
す
み
調
査
概
要
■(

労
働
移
動
調
.查

第

.

五
輯)

』
(

昭
和
五
年
三
月)

：
参
照
。
：
 

■

*

*
ノ
：こ
の
間
の
制
度
的
展
開
に
.
つ
い
て
.は
、/
渡
辺
信I 

'

『

日
本
農
村
人
口
論』

南
郊
社
：

(

昭
和
一
三
年)

、
第
四
編
第
三
章「

農
村
労
働
力
の
配
給
機
構
再
.編 

.

成
.へ
の
出
発」

を
参
照
。

：

.

一
一
、「

出
稼
漁
夫」

労
働
事
修 

ニ

北

洋

潇

業

へ

の

出

稼

漁

夫

'
調

査

〔

1〕
：

に
よ
れ
ば
、
.昭
和1

1

年
度
中
の
北
海
道
、.
青
森
、.秋
田
、岩
手
、

.

.富

山

~
~

主

要

供

給

県

~

'
■
■か

ら

の

岀

稼

漁

，夫

数

は

約

四

万

名

で

、

そ

の

大

半 

は
.北

海

道
.(

：ニ
シ
ン
：

)

、
：.千

島

，：
樺

太

、.
択

捉

等

.の

北

洋

漁

業

出

稼

者

に

よ

っ

て 

占

め

ら

れ

て

い
^

(

表
2
: 

i

>

0

:年

度

は

：一.
年

ず

れ

る

が

、
.

:

沼

和

三

年

度

中

の
 

■.
'■漁

携

出
# ,(

男

子 >

 

.は

六
' 

一
 |(

万
.名

で

あ
る

.か
e>
*

,'
ご

く

お

お

ま

か

に

見

積

れ 

ば

、)

名

時

総

数

：の

.：
,
U

.

程

が

北

海

道

；;
'

東

北

、
.*
■
■:北

陸

か•

ら

の

北

洋

漁

業
 

へ

Q
:

出

稼

で

あ

っ

た
^

思

わ

れ

る

。
、
た

だ

し

こ

こ

で

、
北

海

道

、

岩

手

に

つ

い 

て

は

供

給

総

数

が

と

ら

れ

て

：い

る

け

れ

ど

も

、.：：青

森

«
秋

田

は

供

給

組

合

経

由 

の

供

給

数

だ

し

，(

だ
が
両
_東
と
.も
組
八
ロ
普
及
度
が
高
い)

、
：
富

山

も

.(

県
下
主
要 

供

給

地

の

)

ム

：組

合

分

な

の
で
、
.:

細

か
.く

み

れ

ば

こ

'の

比

率

は

も

っ

と

上

昇

す 

:る
か
：も

し

れ

な

：い

，

加

え

て

右

川
:>
:
新

渴

の

北

陸

ニ

県

が

洩

れ

て

い

る

の

で

、
 

さ

ら

に

北

洋

の

漁

摄

出

稼

の

比

重

ぼ

高

い
.と

考

え

る

べ

き

だ

ろ

ぅ

。

，船
頭
、.
下
船
顼
'
'-
:
'
漁
夫
、
：雑
.夫
.の
職
種
规
で
.は

(

表
2

.

:

1

)

、
漁
夫
が
約
三 

万
名
余
を
数
え
支
配
的
で
，
残
る

T

万
名
足
ら
ず
：の
ぅ
ち
半

数

余

は
雜
夫
に
よ 

っ
て
占
め
ら
れ
，：

船
頭
、
.
下
船
頭
は
あ
わ
せ
.て

も

一

一

一

千

名

に

み

た

.な
い
。
S

い 

か
：え
れ
ば
、
出
稼
漁
夫
の
大
部
分
は
漁
ま
^

夫
よ
り
な
り
、.
熟
練
技
能
者
で
あ 

る
船
頭
の
割
合
は
.f

割
を
.こ
.
え
.な
い
.の
が
、，
常
態
で
あ
.っ
た
0

な
お
魚
種
、.
漁
. 

場
に
よ
ハ
っ
て
出
漁
-̂

が
異
る
€>
•
で
三
月
ホ
旬
か
ら
六
月
下
旬
ま
で
北
海
道
で
働 

き
、.：

次
い
で
沿
海
州
等
の
.
|路
領

(

五
月〜

九
月)

に

出

稼

ず

る

者

が

.！■

相

当

多
 

い
様
で
あ
る」

(

こ

一

頁
)

と

記
さ
れ
て
い

る

。

そ
こ
で
前
記
の
四
万
名
の
な
か

に
：は
、
幾
分
か
10
:

複
勘
定
分
が
あ
る
こ
と
.は
.'
.
避
け
ら
れ
な
い
.:̂

ろ
う
。

し
か
七
い
ず
れ
に
せ
よ
、
昭
和
初
頭
四
万
名
ほ
ど
の
北
洋
漁
撈
出
稼
者
が
、

’ 

劣
惡
な
条
件
の
も
と
で
過
激
な
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
に
変
り
は
が
い
。

'

*
 

.中
央
職
業
紹
介
事
務
局「

昭
和
三
年
：
：
：
出
I

I

''
七
六
丨
八
四
頁
。

：

.

ニ 

• 
ニ

募

集

方

法

、
供
給
組
合
お
よ
び
貨
金
，
-

募
集
方
法
は
大
別
す
る
と
、
次
の
四
通
り
に
な
る
。
①
漁
場
経
営
者
ま
た
は 

そ
の
代
理
人
募
氣
、
②
船
頭
委
託
募
集
、'
③
営
利
紹
介
業
者
委
託
、
④
供
給
組 

合
か
ら
の
供
給
、
.こ
れ
で
あ
る
。
0)

は
募
集
主
ま
た
は
募
集
従
蕲
者
に
よ
る
も
. 

の
で
、
こ
れ
に
伴
う
弊
害
に
対
し
て
、

青
：齋

県

は

「

漁
夫
募
集
取
締
規
則
:,
-

.

. 

(

大
正〗

四
年
発
令)

富

山

県

は「

出
稼
漁
夫
取
締
規
則」

ハ
カ
正
七
年
発
令)

、
 

ま
た
秋
田
県
は「

労
務
者
募
集
取
締
規
則」

に
よ
っ
て
規
制
を
加
え
て
い
る
'0 

ロ
入
れ
屋
フ
桂
庵
等
に
よ
る
③
の
場
合
も
、
こ
.の
よ
う
な
取
締
令
の
あ
る
と
こ 

ろ
で
狀
、
か
れ
ら
は
、
募
集
従
_

者
と
し
て
そ
の
規
制
，を
う
け
た
。|
た
.だ
：実
際
' 

問
题
と
；
:1
>
て
は
、
北
洋
漁
榜
で
は
船
頭
を
中
心
に
所
定
数
の
下
船
頭
、
漁

夫
.'
.'
,

翁
夫
が
付
随
し
て
一
団
と
な
っ
て
出
漁
す
る
の
.が
ふ
つ
う
で
あ
石
か
ら
、
①
、；

③
の
募
集
従
事
者
は
供
給
地
に
お
い
て
、
船
頭
に
.託
し
て
募
集
を
お
こ
な
乂
の
.
ゾ
 

が
通
例
で
、，，
し
た
が
0
.て
@

、:
@
に
.く
ら
ぺ
る
.と
'

.

@は
ィ
ン
.
.
.プ.
.才
丨
.
.マ
ル
.な 

.方
法
と
云
え
る
だ
ろ
う
。
：そ
し
て
後
に
み
る
と
お
り
、
酒
造
出
稼
者
が
.杜
氏
を
.
 

中
心
に
募
集
さ
れ
て
ゆ
く
の
と
、
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
. 

き
た
い

(

§
4

. 

• 

2参
照)

。

し
か
し
こ
れ
ら
O

JS
M

^
則
■で
は
、
'
'

「

雇
主
め
募
集
競
争
よ
り
生
ず
る
，
*

^

 

費
の
増
加
、
ひ
い
て
は
そ
の
増
加
の
結
果
た
る
賃
金
低
下
等
の
雇
傭
条
件
の
劣 

一
居
業
的
*
季
節
的
労
働
若
の
移
動

悪
の
■点
に
何
等
の
考
慮
が
：な
さ
れ
て
い
な
いJ

 

(

ー
六
5

の
で
、T

出
稼
漁
夫
が 

互
助
の
精
神
に
な
り
組
合
を
作
り
、
全
国
的
の
労
務
需
給
関
係
の
調
節
機
関
た 

る
職
業
紹
介
機
関
と
聯
絡
提
於
し
.て
、
従
来
の
不
办
一
な
る
か
働
需
給
b

組
織 

化
し
、

一
力
雇
傭
主
に
.於
け
.る
募
集
費
の
負
担
を
軽
減
せ
し
め
、
か
いv

雇
傭 

条
件
の
向
上
を
計
る
と
共
に
他
方
出
稼
者
：に
於
け
る
一
一
蜇
契
約
、
：
不
参
等
悪
弊 

を
防
也
せ
ん
事
を
目
的
と
し
て(

傍
点—

西
川)

」
(

一
六
頁)

、
④
の
方
法
が
普 

及
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
組
合
は
さ
ま
ざ
ま
の
名
称
を
も
つ
て
い
る 

が
、
■:
■
■大
体
は
市
町
村
単
位
で
区
域
内
出
稼
漁
夫
を
そ
の
組
合
員
と
し
、
団
体
紹 

介
を
お
こ
な
う
の
が
：通
例
で
あ
る
。

「

法
規
上
に
於
て
は
何
等
認
め
ら
れ
た
る 

.も

旦

は
.な
い
が
、
.事
実
上
、
.職
業
紹
介
•所
か
機
能
を
代
行
か
る
も
の
で
あ
°'

、

4
，

、

、
：

、
、
.：

、
、
、
：

，
..，
,
、
、
 

'

て
、
職
業
紹
介
機
関
の
全
S

的
普
及
ま
で
の
過
渡
的
機
関
と
見
る
の
が
至
当
で 

.

.あ
ろ
う
.

(

傍
点
I

西
川)

」

：(

.

.一.七
頁)

。
.
.
1

u

う
じ
：て
出
稼
漁
夫
供
給
組
合
の
主
た
る
事
業
は
供
給
事
業
に
あ
っ
.た
わ
け 

で
、
.(

女
1

保
護
供
給
組
合
：に
次
い
.で)

農
村
労
働
力
の
配
給
機
構
と
し
て
重
要 

な
役
割
を
果
し
た
。
.「

職
業
級
介
法
1-
,

の
施
行
は
大
正
一
三
年
に
遡
り
、

そ
の
. 

後
政
府
の
助
成
政
策
と
し
て
新
し
い
軌
道
を
進
ん
だ
：の

だ

け

れ

ど
も

、

そ
の 

基
本
的
関
心
は
都
市
に
.
.お
げ
る
失
業
者
の
：保
護
に
あ
り
、
部
市
職
業
紹
介
所
の 

発
展
が
中
心
で
あ
°

た
。
：と
れ
に
反
し
農
村
職
業
紹
介
所
は
上
記
法
規
の
規
程 

に
：か
な
れ
ず
:.
'

.
た
と
え
ば
長
野
県
，に
あ
っ
て
は
. 
一ー
0
〇
余
に
及
ん
で
い
た
県
下 

紹
介
所
中
で
施
行
後
残
存
し
：た
：の
は
長
野
、
松
本
、
：上
田
の
.三
市
立
職
業
紹
介
：
. 

所
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
ほ
ど
の
打
撃
を
受
け
た
。
農
村
職
業
紹
介
所
の
再
建
は 

昭
和
ニ
年
頃
よ
り
そ
の
端
緒
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
間
供
給 

組
合
の
供
給
事
業
が
欠
け
て
い
た
環
の
代
行
を
果
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四

五

(

ニ
〇
一)
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表 2 , 3 出稼漁未の出稼日数および所得* ■ : ( 昭和 3 年)

出 稼 先 漁 業 種 類 出稼日数 :
一 期 間 の 普 通 収 得 高

船 頭 下 船 頭 _漁 夫 . 雑 夫

北 海 道 鰊 ' 
鋒，鱒

約 1.20 
約 90

円
250—300
180-200

円
150—220
130—150

pfj
80—200 
90—100

尸
60—120

70

槔 太
鰊
鮭，鶴

蟹 : : ノ

100—120 
^  120

250—360
250—3^0

170—270
170-270

110—200
110—200

90—160 
：90—160 

170

露 領
_力ムサツ■力

娃，鰊
.鰭，蟹

100—150 
120—150

300—400
600

200ニ250 
550

120—200
500

100
200

沿 海 州
鮭，蟹
辉及蟹鳄製造

140—180 
約 150

350 250—300 120—150 110-130
370

助
金
が
収
入
源
：と
な
っ
て
.
い
る
.？.
以
上
を
も
っ
て
し
て
も
、
こ
れ
ら
供
給
組
合 

が

「

過
渡
的」

.
配
給
機
構
.で
あ
る
こ
と
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
0

た
だ
し
、

.' 

富
山
県
下
新
川

郡
出
漁
団
は
や
や
例
外
で
、

「

明
治
ニ
〇
年
以
降
沿
海
薄
漁
と 

共
に
漁
村
の
人
口
過
剰
の
結
果
多
.
L

道
、
樺
太
、
勘
察
加
方
面
を
主
と
し 

'
て
、
出
稼
す
る
漁
夫
数
チ
^

に
逹
し
其
収
得
金
を
以
て
ぬ
ま
砠
計
を
支
持
す
る
' 

の
状
況
を
！

I

し
つ
ら
あ
.
っ
た
が」

◊
一
K

S

、，1_1

童
契
約
、
' 
賭
博
等
め
弊
害
除 

去
の
た
め
結
成
さ
れ
た
も
の
.で
、

「

事
実
上
如
何
な
る
A

”ま
で
実
行
せ
ら
れ
て 

ゐ
る
か
は
疑
問
で
.あ
る
が」

'
.

(

一
一
六
頁

)

、
漁
具
の
共
同
購
入
、

漁
獲
の
販
売
斡 

旋
も
お
こ
な
わ
れ
た
旨
報
告
さ
れ
て
い
る
。
.

下
新
川

郡
出
漁
団
Q

収
入
は
団
員 

負
担
金
及
び
県
費
補
助
金
に
よ
り
、
供
給
手
数
料
は
徴
収
し
.
て
，い
な
い
。

、，，
 

パ
最
後
に
出
稼
漁
夫
の
•
賃
金
は
、
漁
業
め
fi

類
、
出
稼
地
'の
遠
近
、
I

,
稼 

働
期
間
の
長
短
等
に
よ
り
て
興
る」

(

八
頁)

(

紙
幅
の
：都
合
で
全
部
引
用
を
許
さ 

れ
な
い
が)

。
主
氍
供
給
県
侮
に
出
稼
先
別
、.
漁
種
別
、'
:職
種
別
.の
：「

普
通
収
得 

高」

/
表
が
利
用
可
能
で
あ
る(

四
一
丨
四
五
頁)

。

表
？

，
3

は
そ
の
昭
和
三
年
. 

-分
だ
が
、
右
の
統
計
の
要
約
と
み
る
こ
と
.が
で
き
よ
ぅ
。
た
だ
付
け
加
え
て
お
：
 

く
べ
き
こ
と
は
バ
賃
;<
&

前
被
の
風
習
で
あ
っ
；て
、:-
契
約
賃
金
の
八
：割
^
_
九
割
五 

分
を
最
高
と
じ
で
、
ハ
契
約
成
立
時
と
出
発
時
に
前
貸
す
る
.の
が
通
例
と
'な
っ
て 

い
る
。
こ
の
前
渡
金
.と
去
い
、
.
ま
.た
さ
'き
の
；船
頭
委
託
募
寒A

J

云

：い

、

実

際

.
の 

就
業
状
態
は
做
給
紕
合
の
隆
盛
に
^

か
か
わ
ら
ず
、：

旧
来
の
ま
ま
で
.あ
.づ
て
、
.: 

.

「

組
會
員
：の
団
結
カ
殆
£

な
き
た
め
組
<

0
は
全
く
無
カ
.で

あ

る..
°
'
故

に

現

在

行
 

は
れ
て
ゐ
る
賃
金
協
定
の
如
き
も
結
局
一
の
形
式
と
化
し
、
そ
の
実
効
を
挙
ぐ 

る
を
得
な
い」

供
給
組
合
を「

労
働
組
合
と
同
一
視
す
べ
き
で
は
な
い
か
も
知 

れ
な
い
が
、
雇
傭
主
被
傭
者
間
に
於
て
一
種
の
協
定
が
行
は
れ
る
以
上
之
が
実

pp. 10-調杳

:

効
.を
_あ
ら
し
め
.
'る
た
め 

に
は
団
結
.力
に
ょ
る 

.か
、.
法
律
上
.の
保
護
に 

依
る
外
は
な
い
の
で
あ 

る」
.

(

六
四
頁)

。
他
方 

出
稼
漁
夫
供
給
組
合
.は 

あ
き
ら
か
に
.「

製
糸
^
 

土
の
供
給
を
目
的
と
し 

.て
存
在
し
た
女
工
供
給 

.
組
合
を
模
做
L

た
も
.の 

と
考
ぺ
ら
れ
る」

が
、
 

自
然
発
生
的
女
工
組
合 

と
異
り
.
' 「

明
力
に
公 

設
職
業
紹
介
の
 ̂

I

 

を
分
担
す
る
も
の
と
し 

)

て
：設
立
さ
れ」

，「

関
係 

当
局
の
斡
旋
に
ょ
り
迅 

速
に
普
及
し
今
や
供
給 

地
の
'殆
ど
総
て
に
設
置 

を
見
る
に
至
り
そ
の
供 

:

給
取
扱
成
績
^
^
計
上 

に
於
て
は
相
当
見
る
ベ 

き
も
の
あ
る
が
如
き
観

.

.
0
3業
的
，.，.季
節
的
労
#

者

：
の
.
移

動

四

九(

ニ

〇

五

)

表 2 • 2 (イ） 出稼漁夫供給組合数および供給人員#  (大 正 1 5 年度)

府 原 名 組 合 数
供 : 給 . 人 員

計
. ■■

一組合当り 

供 給 数船 頭 . 下 船 頭 漁 夫 雑 夫

北 海 道 24 59 85 1,953 69 2,163 90.1
青 森 県 110 355 356 11,408 1,294 13,413 121,9
秋 田 県 69 149 . 251 4,225 2,174 6,799 98.5
富 山 原 1 280 220 . 1,501 280 2,281 2,281.0
岩 手 県

■ & 丨氺 21 13 374 10 418 418.0
合 計 205 864 925 19.461 3,824 25,074 122.3

* 本組合は上述の如く供給=事業を行へるにはあらさるを以て供給数とは云へざるもその組 

合員たる募集員の取扱数ならん。 ‘
料 調 迹 〔1 〕, P, 39. :

表 2 • 2 (ロ' ) 出稼漁夫供給組合および供給人員5*c (昭和 2 年度) 、

府 県 名 組 合 数
m 給 人 員

計

一組合当り 

供 給 数船 m 下 船 頭 漁 ' 、夫. 雑 夫

北 U 道 32 150 192 6,164 183 6,689 209.0
靑 森 県 112 343 397 12,368 1,825 14,933 133.3
秋 田 県 72 125 212 3,555 2,318 6,210 86,3
富 山 県 ■ 1 321 262 2,111 361 3,055 1,254.5

手 県 1 22 15 401 12 450 450.0
合 計 218 961 1,078 24,599 4,699 31,337 143.7

* 調 査 〔1 〕，P.40.

ま
た
農
村
職
業
紹
介
所
の
確
立
後
に
お
い
て
も
、

「

地
元
の
取 

纏
.め
ば
事
実
：上
.保
護
組
合
が
.行
：っ
て
職
業
紹
介
所
が
之
れ
を
外 

へ
取
次
ぐ
と
い
う
の
が
実
情」

で
、

「

職
業
紹
介
所
は
保
護
組 

,

合
を
そ
の
活
動
に
不
可
欠
な
細
胞
的
基
底
と
し
て
存
立
し
、
後 

.

者
は
前
者
.に
於
て
中
間
的
統
制
機
関
を
獲
得
し
た
，と
い
う
関
係 

に
在
る
の
で
あ
っ
て
、
出
稼
労
働
力
の
配
給
上
に
於
け
る
保
護 

組
合
の
実
勢
力
は
尚
強
大
な
る
も
の
が
あ
る」

し
た
が
っ
て
、
 

出
稼
漁
夫
供
給
組
合
な
'ど
も
"「

全
く
市
町
村
営
た
る
が
如
き
観 

を
呈
し
居
り
未
だ
.組
合
負
の
自
覚
乏
し
く
団
結
と
し
て
の
力
は 

未
だ
之
を
認
む
る
事
を
_得
な
い」

(

ニ
四
頁)

と
云
わ
れ
て
い

. 

'組
合
の
組
織
、
、機
能
、
運
営
に
つ
い
て
：は
北
海
道「

鰊
漁
業 

労
働
者
，紹
介
要
領」

、
青
森
県
’「

県
外
出
稼
者
組
合
規
則」

(

大 

IE
.

一
四
年r

秋

田

県「

出
漁
者
供
給
組
令
規
約
準
則」

な
ど
に 

よ
0

て
規
«

;:
^

;
し
く
は
指
導
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
一
一 

:

年
当
時(

の
供
給
組
合
数(

一
一
一
八)

お
よ
び
供
給
取
扱
数(

三 

一
,
三
三)

七y

は
表
2
 

• 

2

gの
と
お
•り
で
、
総
出
稼
者
四
万
名 

:
中
、三
万
名
余
が
供
給
組
合
を
通
じ
て
就
業
し
て
い
る
。
表
？ 

;
2
S

は
大
正
.
一
五
年
に
関
す
る
同
様
の
統
計
表
で
あ
る
。
組
合 

:所
要
経
費
は
斡
旋
に
よ
る
■丰
数
料
収
入
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
る 

の
.が
ふ
つ
う
で
、
そ
の
支
出
は
役
員
.

事
務
員
手
当
、
旅
費
. 

，.
通
信
費
、
会
議
費
、：
視
察
費
に
よ
：っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
な 

お
郡
、県
©

供
給
組
合
聯
合
会
で
は
加
盟
祖
合
の
負
担
金
、県
補

/ 

， 

/ 
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表 3 • 3 昭 和 3 年秦霁雇用考敎分布 *

..ぐ 二. 被 用 者. 数
都 市 名 m m 戸数 従 事 港 数 .

男 女 計

勢 多 郡
...尸

10,457
人

46,172 A
4 , 424 ノ、

96 i
3 ,144  人 

66 △
7,568 ノ、 

162

群 馬 郡
3,615 3 ,848 7,463

11,834 54,444 A 334 A 310 A 640

多 野 ' 郡
1,508 1,390 2,898

1,222 29,841 A 95 A 61 A 156

北 甘 楽 ，郡 8,036 34,037 厶

974
37 A

1,053
15 A

2,027
52

碓 氷 郡 5,630 24,628
2 ,019 2,172

..i 4,191

五 妻 郡 4,403 IS, 347 A
649 

： 5 A
833

2 A
1,482  

7

利 根 郡 6,039 25,855 A
3,007

61 A
2,045  

58 A
5,052

119

佐 練 郡
1,791 1,565 3,356

. 7, 251 32,752 A 307 A 262 A 569

新 田 部 6,529 27,337 A
948

40 A
795

38 A
1,743

78

山 田
1,197 1,030 2,227

2,484 10,203 A 120 A ■ 215 A 335

邑. 楽 都 4,247 21,734 A
869

84 A
984

91 A
1,853

175

前 橋 市 235 925 .A
71
17

37
13 A

108
30

尚. 崎 市 775 3,080 A
110

5 A
155

6
256

11

桐 市 53 ' W ■— こ . _

合 f t : ,ゝ
21,182 19,051 40,233

> • . • 57,195 329, 532 △ 1 , 2 0 2 A  1,137 A  2,338

( A 印は前季ょり引続き雇用された者の数を示す） * 調 奄 C 2 D pp. 38—37.

表 3 . 4 昭 和 3 年春蚕経営規模別養蛋戸数および被用者数 * ： ；；-

後 量 8 匁 
未 溝

同8 匁以上 
2 0 匁米溝

同20匁以上 
4 0 处'未満

同40奴以上 
60 ^ 未满

同60灰以上
計

養 赉 戸 ぎ 実 数  

比 率

21,294 A
28,3%

3 2 .993 
43-9

15,649  
20 ,8

4 ,389  
5 .8

870
1 .2

75,195  
100.0

被 n  .
1,613 人 7,514  

A  383
2 ,287  

A  385
3,321  

A  276
1,447  

A  97
21,182

A 1 .301

用

数

女
1,344 人 

A  58
6,539  

A  345
6,695  

△  400
3 ,154  
厶 262

1,319  
A  73

19,051 
△ 1 , 137

計丨実 数

2,957 人 
A  118 

7 . 3%

14,053  
A  728 

3 4 .9

13,982  
A  785 

3 4 .7

6 ,475  
A  537 

16.1

2 ,566  
A  170 

6 .9

40,233
A 2 .3 3 8

100.0%

一戸当り平均被用者数 0 , 1 人 0 .4 0 .9 1 .5 3 .2 0 .5

( A 印は前季より引続きの雇用者数を示す） * 調 杳 〔2 〕pp. 4 4 - 4 5 .  •

調 丧 〔2 〕p. 26.

| 区  分
： v 春 : . ' : ゾン:ン蚕 i

分
春 蚕

.養蚕戸数 従 業 者 数 ， _赉戸数 従業者政

戸
10,457

人

46,172 新 m 郡
戸

6 ,529 27,337
11,834 .54,444 山 田 郡 2,484 10,203

： 7,222 29,841 邑 楽 m 4 ,247 21,734
8 ,036 34, 037 前 橋 市 235 925

• 6 ,304 24,628 高 市 775 3,080
4 ,403 18,347 1 ，桐.:： 生 市 53 177
6 ,039 ' 25,卿 合 計 75,195 329,532
7,251 32, 752

' , *•ペ'

綱  

:年度

主要養逛财の郝種掃立枚数お

3 7 3 ,叫7 枚 (154, 683 戸) 
333,642 肩 ( 77,654 戸) 

179, 382 枚 ( 1 1 0 ,8 4 1戸） 

138,123 坎 ( 99,135 戸） 

830, 055 枚 ( 98,822 戸） 

764, 7 7 , 坎 （58,744 戸) 
735, 666 &  ( 93,153 戸） 

644, 342 坎 ( 6 2 , 376 戸) 
5 7 8 : 4 3 ?枚 ( 66,292 戸 ）

2,

i

M

し
露

.る
费
ハ
へ
各
組
：
 

:

合

ば

独

立

^

供

給

事

篆

を

氧
 

み
需
給
地
間
の
：連
絡
ぼ
皆
無 

へ
で
あ
■る
-
:
.た
.め
、：「

雇
傭
主
：又
，
 

.
•は
代
理
入
は
耝
合
設
匱
以
^

;
 

バ
と
同
様
フ
募
集
の
た
め
供
給 

へ
地
に
来
る
を
要
.1;

、：>徒
っ(

て
-*
::
-
. 

募
集
費
は
：殆
ど
'
鞍
：減
さ

：れ
ベ 

ず
，.
.
.否
寧
ろ
供
給
手
数
料
を
：
 

加
ふ
る
に
至
.*?

た
之
考
へ
ら
.

■
れ
る」
：(

六
竺
貢)

：。、

■.
:
;/
;

'

氺
：
内
務
省
#

働
者
募
.

表

|

'

1

2
 

3
 

4
 

5

.

6

7'
;

8

:
9;
|

:

バ

.
集
取
締
令
：

r

と
ほ
ぼ
お
な
：

:

m

:

.

 

-

.

.

::
-

••
.

.'
■

,

じ
で
.

あ
る
。
な
お
以
下
の
：

■■

:'
法

令
.'

規
則
等
は
報
出
暑
.：〔

1〕

の
末
尾
付
録
に
収
.め
；
ら

れ

：
て

い

^

。
.
.
.
'

I

ハ

渡?a-
信1

，
前

馨

。
な
お
女
工
保
護
敗
給
組
合
に
つ
い
て
.'
±

，
中
央
囁 

業
紹
介
事
務
局
：.
.

『

女
エ
供
給(

保
護)

.

組
合
調
査』

.(

昭
和
三
年
ー
月)

：参
照
。
， 

_氺
*
ネ
.

.
-̂

エ

.&

合
.の
場
合
は
保
體
事
業
.
.も
多
.

.<

組
合
費
^

徴
収
す
.る
も
0

が
多
.
_
.
.
. 

い
が
、
漁
夫
組
合
で
は
供
給
事
業
だ
け
か
の
で
；、
手
数
料
収
入
.で

剰

余

.
金

を

残
 

し
て
い
、る
。

.:

.

:.
'

ァ

.

V

:

-

■
.

- 

v

 

:

:ャ

三

、：''
:「

養
赉
労
働
^

^

」

--
'

;

:

.
 

7

:
'

三
’

-

群
馬
f

下
の
着
蚕
業
.
.

県

ノ

県：

県
'
:県
\

m

県

：

県
.
県

県

•

.

.

.

.

:

.

.

野

馬

玉
.知
^

梨
.
島

城

」
M

長

群

椅

愛

收

山

福
.
茨

：三

:

、■■
■

.へ

.

.

. 

' 

;
-■ 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

.
9

調 査 〔2 〕pp. 1 5 - 1 6 ,

昭 和 3 年）
群馬県内養蚕戸数および従業者数 :表

§

 

(

ニ
〇
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群
馬
県
が
屈
指
の
養 

蛋
県
で
あ
っ
た
こ
と
は 

表
3

•

1
に
み
る

と

お 

.り

：
で
：
、

茶

售

掃

立

枚

数
 

■:
■

で

み

れ

ば

長

野

県

に

次
 

い
"で
全
国
ニ
位
を
占
め 

て
い
た
。
農
家
戸
数
は 

埼

玉

、

愛

知

両

県

を

.
は 

か
.に
.下
廻
_る

.0

て
い
る 

が
、'
1
:
戸
当
り
掃
立
枚 

数
ょ
り
す
れ
ば
若
干
な 

が
ら
長
野
県
さ
え
も
罾 

駕
し
て
い
.
る
。.
昭
和
こ 

.
年
に
お
け
る
県
内
市
郡 

一
別
の
養
蛋
戸
数
と
就
業 

者
数
は
表
3
. 

r 

2の
と 

お
り
で
、
-'

前
橋
市
、
高 

■崎
市
を
中
心
と
す
る
南 

西
部
の
群
馬
、
勢
多
、

. 

多
野
、
佐
渡
、
北
甘
楽 

郡
が
養
蚕
地
帯
を
形
成 

し
て
い
る
。
就
業
者
数 

'
で
み
れ
ば
同
年
中
、：
春

郡
.；郡

：郡
-:
.
郡

郡

都

郡

：.郡

多
馬
 

'野
' 

’■•
氷

妻

根

渡

:

ン
.

甘
.
：

：
■

勢

群

多

；北

碓
.
.
.吾

利

佐
'
'



性 別 ''
3 働種別

日 雇 期間雇 年 雇 合 計

実

数

男 8,45'4 人 
7, 323 

15,777

10,264 
9,882 

20,146

1,263
709

1,972

19; 981 
17,914 
37, 895

1 比 率 41.6%
' ! ... .

53,2 5.2 100.0

し
.て
い
'る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
.上
そ
の
開
き
は
僅
少
で
全
体
ど
し
.て

：
は

.
ほ

ぼ
 

半
々
と
み
て
い
い
だ
ろ
ぅ
。
前
季
か
ら
の
継
続
被
用
者
は
-
:(

昭
和
三
年
春
寒
で 

は)

約
五
％
程
度
で
大
方
の
養
蚕
'労
働
者
が
季
節
的
労
働
者
で
あ
る
こ
と
を
雄 

弁
に
物
語
っ
て
い
る
。

ぐ 

,

と
こ
ろ
で
総
数
に
し
て
一
一
千
名
あ

ま

り

の

こ
れ
ら
継
続
被
用
者
数
は
前
季
に 

お
い
て
も
ほ
ぼ
同
数
な
の
で
-—

-

.も

っ
と
も
'そ
の
比
重
は
分
母
と
な
る
被
用
者 

総
数
が
小
さ
い
の
で
、

一
0

%

余
に
.上
昇
し
て
.い
る
I

か
な
り
安
定
的•
継 

続
的
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
.も
の
と
思
わ
れ
る
"

い
ま
養
蚕
か
規
模
を
撤
立
の
1!
- 

量
.に
従
っ
て
区
分
し
、
規
模
別
の
戸
数
、
就
■

豸
数
、
被
用
者
数
を
み
れ
ば
、
 

表
3
 
• 

4

の
ょ
ぅ
に
な
る
。.
一
戸
当
り
平
均
被
用
者
数
が
経
営
規
模
と
と

も

に 

増
加
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
_

量
四
0

匁
を
境
と
し
て
継
続
被
用
者
の
，割
合
が 

大
規
模
経
営(

一.
〇
%

見
当)

、
小
規
模
経
営(

五
%

前
後)

と
い
t

具
合
に
変
化 

し
て
い
る
の
は
注
罔
に
値
す
る
。

-'
.

三

•
ニ
赛
蚕
労
働
者
の
種
類
と
就
業
径
络
 

'

.

■
:■
:

■ : 

/

.雇
用
期
間
別
に
.養
蚕
労
働
者
を
区
分
す
る 

'■.と

表
3

:
 

5
の

よ

ぅ

に

な

る

。

日
雇
お
よ
び 

.

.

.期
間
雇
を
あ
わ
せ
る
と
九
五
％
.に

達
し
、
年 

:

雇
は
わ
ず
か
五
*
ニ 
％
に
ず
ぎ
.な
い
。
前
季 

>.
:

の
状
||

を
み
て
も
期
間
雇
が
中
心
的
で
、
や 

へ
は
り
五
三
、.
ニ
％
の

ゥ

エ
.ィ
ト
を
占
め
て
い 

.

る
が
、
こ
れ
は
第
一
.
に

養
蚕
そ
.の
も
の
が
季 

:

.
節
的
な
仕
事
で
あ

る

こ
と
、
第
二
に
は
適
当 

49
.

:.斯
間
中
責
任
を
負
荷
し
な
い
と
全
養
赉
が
危 

48
-

.険
に
な
る

と

い
つ
た
特
殊
事
情
に
よ

る

も

の 

pp
.
.
.
.
-と

.
■
云
.わ
れ
て
い
る
。
'

2
- 

■
こ
れ
ら
養
蚕
労
働
者
は
大
別
す
る
と
、
⑴ 

查…
「

附
近
よ
り
来
り
て
雇
傭
さ
れ
又
元
に
帰
へ 

調
：
る
貧
困
者
/

ヾ
⑵

:「

遠
距
離
の
地
よ
り
移
動 

V
.
U 

rし
来
ゥV

.

作
業
終
れ
ば
再
び
職
を
求
め
て
去 

る
移
動
漂
泊
者
の
ニ
種」

(

五
一一

頁)

と
な
る
。
島
村
、
剛
志
村
、
前
橋
市
、
境 

町
の
実
情
.を
総
合
し
て
み
る
と
、
上
記
.ニ
種
類
の
労
働
者
の
家
計
、
経
済
状
態 

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
.「

附
近
よ
り
供
給
せ
ら
る
、」

労
働
者
は
、
(A
)
 

日
雇——

「
没
落
せ
る
.
.附
近
極
-̂

養
蚕
家
の
子
弟」

、
'
小
農

v

自
作
農
等
の
極 

貧
者
お
よ
び
そ
の
妻
、
㈤

期
間
雇_

_
_

小
農
お
よ
び
自
家
養
蚕
を
営
ま
ざ
る
農

家
ニ
ノ
ニ
ー.一
男
と
未
婚
女
子
''
.小
農
.

小
商
家
の
：家
^

、
(c

)
年
雇
-
•極
小
農
家

の
戸
主
の
叔
甥
く「

村
民
と
顧
戚
関
係
に
あ
り
：養
蚕
乃
至
商
業
に
経
験
を
有
し 

て
繭
の
外
交
を
主
と
す
る
も
の

(

蚕
種
製
造
家
を
主
と
ナ
る
ご(

五
三
頁)

。

蚕
に
お
い
て
最
大
の
規
模
に
逹
し
、
三
ニ
万
名
を
数
え
て
い
る
。
だ
が
の
ち
に 

兑
る
と
お

り

、

こ

れ

ら

就
業
者
の
大
部
分
は
養
蛋
農
家
の
家
族
労
働
者
で
あ
つ 

て
、
こ
の
節
に
お
け
る
主
題
の
被
用
労
働
者
は
約
一
〇
。ハ
ー
セ
ン
ト
余
を
占
め
:

本
.
に
留
ま
る
。

. 

一

.

.

.
ン

：

.

:■
■

■

..
が

 

;

表
3

、

3
は
.昭
和
三
年
春
蚕
季
に
お
け
る
戸
数
、
就
業
者
.お
：よ
び
被
用
者
の
.

W
 

市
郡
別
ー
宽
で
ぁ
つ
て
、
総
就
業
者 <

三
三
方
名)

中
被
用
者
は
約
四
■万

名

と

な
_

 

つ
て
い
3

。
男
女
構
成
は
ほ
ぼ
拮
抗
し
幾
分
男
子
労
働
者
が
多
い
け
れ
ど
も
、
':
:
.
權 

前

季

(

昭
和
一
一
年
初
.秋
、’
晚
秋
逛)

で
は
む
し
ろ
逆
に
女
子
労
働
者
が
多
く
逆
転
0

'
形雇

.

.
'.
性

表

；n>

深

適

.莩

適

3 -

'''•、
、

< 
径

路
 

出
身

地
〜

ヽ
、

锻辫 i m ；: m|15, 567 
1 

—

i ! 人
14,402

II
前

年
又

ハ
前

期
ニ

雇
ハ

 
1

レ
タ

ル
関

係
ニ

テ
就

職
| ' :セ

ル
者

..

1：1 丨诏

•人
15,910
：

.一
丨

CO o  
cb

1
，761 
3. 37

合o

jll,852 CO 1 -3 1 cn 1 ミ： :雒

k 
•
直

接
交
渉

二
依

リ
就

職
'.セ

ル
者

r 
_

12,535 i l 1

CÔ CO CO • CO 
CO -0

OCJ1
o o c n

琴

6,.785:

CO
cn

1 礼
御

周
旋

業
卷

ノ
幹

旋
ニ

依
' 

リ
就

職
セ

ル
者

て

ch

i l

ai
| f e1 OD>

外 '
■13, 270 

17.6

. CO
05 ^  • AOO CTt 人

10,824
15.4

CO

i 5 1 ^  1 cn

CO
細 :

被
用

者
ノ
紹

介
ニ

依
リ

 
就

職
セ

ル
者

:
'

CO
1 J2 l §

to

f
外

cn

3
OO 4̂• cna> o 人

51,810
7.4.

36,922 
49.0

COcn'*CsD CO • ^  CJl

CO CO 4̂ .'- oo a>
° ^ > - 13>

浮

CO 00 ai'- ドれ
o  o

CO
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CD 00

OO
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沖

O CO* a>O CO
達s• to O CO
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-0
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OA
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3. ill
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M

m〔
2
〕
，
P
.
5
6
.
:

 

-
'.
'

'

.

-..
I
 

い

ま

少
し
詳
細
く
^

情
を
み
れ
ば
、
.養
歪
業
の
大
規
模
化
に
伴
0

て
.、.：

-1

過 

小

，
養

蚕

家

は

抵

質

に

.於
て
.も
.'
'

'
価
格
に
於
で
も
、.
.之

れ

〔

大
規
模
養
蚕
家
丨
西 

川〕

と
競
争
し
得
ず
、
従
つ
て
却
べ
つ
て
副
業
的
に
賃
労
働
者
化
す
る
。：.
斯
く 

し
て
養
赉
地
附
近
の
過
小
農
家
は
其
の
：子
弟
を
労
働
者
と
し
て
附
近
の
養
蛋
家
：
 

に
雇
傭
せ
し
め
X

中
等
©

度
の
農
家
.
.に
.て
も
、
水
田
を
所
有
し
自
家
.

U
V

養
蚕 

を
営
む
程
の
余
力
な
き
も
の
は
次
、.
三
男
又
は
宋
婿
の
婦
女
子
.を
期
間
傭
と
す
. 

る」
「

又
小
作
に
し
て
其
の
耕
作
地
十
分
な
ら
ざ
る

V

極
貧
農
及
村
落
地
，に
於
て
；
 

小
規
模
.の
商
業
等
^

従
_

す
.る
も
の
は
寧
ろ
：ー
家
を
挙
げ
て
雇
傭
さ
れ
る
こ
と
: 

が
あ
名」

'(

五
—:

ー
頁)

さ
ら
.に
注
目
す
べ
き
_

実
は
、
.'
;
:

「

島
村
.の
：如
き
特
.に
：養

舉
' 

盛
ん
な
る
地
方
に
於
て
は
：ノ
：農
家
は
'貧
|
;
0に
却
^

^

其
の
.女
子
ー
七
、
<
歳
ょ 

り
養
赉
期
間
傭
と
な
し
、
婚
資
を
得
る
と
共
に
労
働
の
修
練
と
.な

す

.
風

俗

を

倍
 

へ
て
ゐ
る
。
而
し
て
之
は
.其
の
嫁
入
：せ
る
後
%

婚
家
：の
経
済
如
何
に
よ
り
て
は 

尚
ヤ
ー
、.：

三
.年
即
ち
子
供
の
出
来
る
迄
は
.雇
傭
.さ
れ
て
.ゐ
る
.

〔

傍
点
.

I
西
川〕」

.
，(

五
：
：
. 

三
頁)

。
 

-

畐
業
的
.
•，.季
節
的
労
働
者
.の
移
動
：
.：

.
,
:こ
め
-±

ぅ
：に
£

わ
ば
安
定
时
な
労
慟
カ
給
源
.

と
と
も
艽
、

一

時
的
集
中
的
な 

労
働
力
を
必
要
と
す
る
養
蚕
：業
に
と
つ
て
は
、

「

仮
令
^
働
は
一
時
的
に
哿
邳 

な
り
共
労
資
又
之
.に
伴
ふ
，と
.

す
れ
ば
、
経
済
的
に
.困
窮
せ
る
労
働
者
は
身
の
都 

市
に
あ
る
，と
農
村
に
あ
る
.を
問
は
ず
遠
く
山
河
を
越
え
て
漂
柏
し
来」

る

「

漂 

.
泊
的」

.移
動
労
働
者
は
：欠
か
せ
な
い
。

「

尚
純
粋
の
'『

漂
泊
者』

以
外
単
に
：季
. 

節
.的
.に
略
々
,;
ー
 

定
の
地
理
的
移
動
を
行
ふ
' 

早
場
の
養
蚕
地
に
あ
り
て
自
家
養 

蚕
.̂
.
-終
は
り
た
る
小
養
莖
家
の
男
女
子
弟
及
養
蛋
を
行
は
ざ
る
地
方
の
農
村
労
：
 

働
者
等
；の
,

『

季
節
的
移
動
者』

.
が

あ

る

C

傍
点
丨
西
川〕」

(

五
四
頁)

。

そ
の
.ぅ 

ち
、
(A
)

日
雇——

は
:.
-
'純
粋
_の

漂

泊

者

で

職

を

，
求

め

.
て
転
々
と
し「

㈣

然
附
近 

に
来
り
て
人
の
噂
等
に
.よ

り

，
て
：
個

々

別

々

に

来

訪

，す

る

も

め

|_

、
(B
)

期
間
雇
丨 

丨
は
、
，早
場
養
廣
地
の
食
農
出
身
者
、
.
養

寒

：
を

行

な

.わ
ぬ
遠
隔
地
農
民
、
(c

)
年 

雇
I

は
：、.
ご
'<
-

少
数
で
農
§

、
_:

誇
男
を
主
と
す
る
が
、
既
に
日
傭
労
務
者 

雜
役
人
夫
等
と
し
て
出
稼
し
て
.
い
た
：も
の
に
，よ
つ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

.

就
業
径
路
も
右
の
二
種
類
で
は
お
の
ず
か
ら
異
る
。
す
な
わ
ち「

第
一
種
の

,

五

三

C

ニ
〇
九)



—人 ‘ 数 : 
5,617  人 
3, 994 
5,899  
7,103  

716 
80 

57,539

2

3

45

44 
5,223  

75,362

*  調赴〔2 〕，pp. 80—81.

表 》，7 出身地別養痖翠働者数*  : 

I 身 地 卜 ； 数丨し出身地

^
_ゝ
君
郡
"
.，
市

，
，
市
.

1

計
.

.合

.

氷
，
.妻
：根

渡

崎

生

内

1 3 ,2 1 3人碓 
14,918 j ^  
3 , 6 8 1 利 
3,962  | 佐 
4, 085 ；j m 
3,977  i  桐 

3 ,217  h m  
517 J l :

r
.
.
.
g
!
f 
.

F.
郡
.
茬
.
.
r

-'
m

Tf
. 

多
.
野
.
馬

-is
.
.田
.
田
，楽

橋

：
_県
丨
県
.
県
.
県

県

県

県

：県

鮮

計

計 

.島

，，合 

、
'児

外
 

.山

静

大

秋

愛

宮

熊

鹿

朝

県

総

梨
岡

分
田
知
城

本

6

15
6

^
 

4
 

3
 

7
 8

-

4 

5
 

1
 

0
 

5
 

0
 

5
 

7
 

1
 

5
 

3
 

7
 

9: 

9
 

1

1

1

県

県

県

県
.県

県

県

.県

県

府

県 

玉

潟

木

城

.野

島

棄

山

島

京
W

.勢

多

群

北

：
新

.
山

.
：
邑

.
前

 

'

.

.
埼
.新
：栃
.
茨

長
福
..千

富

徳

柬

神

動
速
度
が
迅
速
で
あ
る
点
に
留
意
し
た
い
と
思
ぅ
。

三

•
三
移
動
状
況
と
待
遇
•
給
与

.
と
の
調
查
樂
-0
:

れ
ば
、V

®

県
，：へ
，の
養
蚕
出
稼
労
働
者
は
.表
3

—

：

7

に
み
る 

±
お
ぃ
り
，.
総
数
.

で
約
'

七
..，
五
方
：人
.

で
あ
^

。
^ -

の
ぅ
ち
県
内
出
身
が
五
•

七

万
 

と
大
半
を
占
め
、.：県
外
出
身
者
は
0

，
.五
万
余
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
数
字
は
、
 

昭

和
-:

年
初
秋
蛋
、
：
同
晚
漱
莖
、

"
お
よ
：び
昭
和
一1

1

年
春
蚕
o.

一
一
一
期—

養

蚕

年

杯
近
地
方
に
あ
り
て
副
業
的
に
之
を
営
む
も
の
の
就
職
方
法
は
最
も
簡
単
に
し 

て
自
ら
.進
ん
で
雇
傭
主
と
直
接
交
渉
を
な
し
、
又
は
：

^

た
ど
り
て
求
職
し
、
待
遇
も
其
の
時
々
の
普
通
賃
銀
h

M'
r'
^

^
c>
'
m'
o'
^

^

に
：
<1
'

り
て
正
し
.て
'
雇

は

る

る

«-
;

。
，
，
他

方
''「

遠
く
県
外
よ
り
.
.来
.る
_も

の

ば

ス

農 

家
の
子
弟
の
季
節
的
に
移
動
し
来
れ
る
も
り
は
办
や
ル
^

^

夺
か
秦
斯
知
か
'̂
' 

、ど
り
'̂

き
、
.
又
(2
)
:漂
泊
労
働
者
.は
周
旋
業
考
の
.手
.を
経
ち
雇
庸
せ
ら
る
る
；〔

傍
.
.. 

点
丨
西
川
：

b

表
3

>

6

:は

県

内

外

の

出

身

别

に

、

就

業

径

路

を

み

.
た

/: 

も
め
だ
が
、
こ
；の
数
字
と
右
.の
概
要
か
ら
労
'働
者
種
顏
と
就
業
径
路
と
が
相

. 

互

に

よ

ズ

对

応

し

；
て

い

，
る

こ

.と

が.、
'
わ

：か

：
る

。

：

':
:
:

:

な
お
、
と
' 
こ
で
周
旋
業
者
と
^

る
の
.は
、
い
わ
ゆ
る
営
利
職
業
：.：紹
介
.
業
.者

、
 

で
、
昭
和
ー
.
1
|年

現

在

群

馬

県

下

：
で

は

総

計

：
一

’

八
：〖
そ
の
う
ち
市
部
所
在
の
，も 

の
'は
八
で
1

こ
れ
枕
戸
内
使
用
人
の
み
し
；か
扱
っ
て
v>

な
い
.：I

、
残
る
一 

〇
六
は
'.
±

べ
て
郡
部
に
所
在
し
、，
県
外
労
働
者
の
半
数
、
.県
内
労
_

者
の
.
.一

五
. 

%

.
を
取
扱
っ
.て

、
い

る

。

し

か

し

そ

の

大

半

人

九

：
五

^

は
兼
業
者
で
あ
っ
て
：、
公
­

営
紹
介
所
の
設
立
と 
と
も
に
雲
散
霧
消
し
た
と
と
、
 

既
述
，の
と
お
り
で
あ
るV

漂
白
的
労
働
者
の
う
：ち
多
く
の
著
は
：：，
気
候
に
よ
：
養
莖
時
期
の
ず
れ
を
利
.

:'
{i
f

i

し
て
、

I
〜

ー
ー
週
間
程
度
.

の
滞
在
で
、
次
々
，と
養
逛
家̂

変

わ

る

の

从

つ

_ね
 

'

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
漂
白
的
移
動
の
範
囲
は
欠
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。
''
'

す 

.

な
わ
ち
、.'「

ま
ず
、
群
馬
県
東
南
部
の
佐
被
郡
あ
た
り
に
集
ま
っ
て
.

動
き
出
しI

,

 

西
に
向
っ
て
碓
氷
郡
、.
北
甘
楽
郡
'

、多
野
郡
、
あ
る
い
は
埼
玉
県
秩
父
郡
な
ど
を 

:■
ぬ
け
て
峠̂

こ
え
、
長
野
県
佐
久•

'

小
県
地
方
に
入
り
、；：
さ
ら
に
山
を
ご
え
て 

■

:.

調
訪
•

松
本
- ^

面
に
移
動
し
てJ

い
.

た
.(

岩
波
書
店
編
集
部『

日
本
の
地P

!』

_ 

.

■ 

J
 

•別
東
編
、.
昭
和
三
六
年
、
.
一
九
九
丨
ニ
o

o

頁)

。'
わ

れ

わ

れ

は

そ

の

.
移

， 卿 郷 セくレへ:
赛蚕終了後他地-出 
稼セル者

養赉終了後号辐主ノ
家ニ]kマル者 入.：ベン訐

性 別 \ _ 数 i比 率 : 実 数 比 率 実 数 比 率 ' m 数 比 率

)、 % 人 % 人 % 人 %
男 28,741 77.84 5,093 1 3 .79 3 ,088 8. 36 36,922 100.0

女 32,777 8 5 .27 3, 580 9 . 31 2 ,083 5. 42 38,440 100.0

計 61,518 81.63 8,673 11.51 5,171 6. 86 75,362 100,0

パ ク

{ ' r , 表 3 •8 莾蚕労働者の帰趨状況f

.

.

度
|

中
に
お
け
る
延
べ
出
稼
者
数
で
あ
名
の
：ぅ
ち
五
三
•

六
％
.

は
こ
の
，
年
齢
肩
に
属
し
、

ー.
六
歳
以
下
五
.

1
%

、

0

て
、:
:三
期
出
稼
者
は
三
人
と
勘
定
き
れ
'

-*

六
歳
i

'

l

o歳
二
.
三
%

、-
四
〇
歳〜

五
0

歳
ー
..

四
％
、
五
〇
歳
以
上
四
％ 

て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
.
県
内
で
出
と
；な

.っ
て
.い
る
。
県
内
>,

外
出
身
者
を
く
ら
：べ
，
る
と
、
1
ー

〇

歳

~

四

〇

歳

の
 

'

稼
者
が
最
大
な
0

は
群
馬
郡
-'(

1
:四
、
九

県

内

出

身

者

は

相

対

的

に
^

や
す
く
な
'
い
が
、
'「
是
れ
性
別
に
見
て
県
内
は 

一
八
人)

、'
勢
多
郡(

u

一. 一、

m
m

 

女
子
の
方
多
数
な
る
が
故
に
若
き
%•

の
割
合
多
く
、
県
外
は
之
に
反
せ
る
が
故 

続
い
て
佐
波
、
利
根
、
:
碓
氷
の
各
郡
で
.あ
に
割
合
高
年
者
多
数
と
な
れ
る
に
相
違
な
い」

.
•

(

九
〇
頁)

.。
：

「

配
偶
者
の
有
無
は 

■:
■

る
。
ま
た
県
外
で
は
周
.辺
，

一

の
：栃
木
県x

r
、 

_
略
年
齢
：と
併
行
す
べ
く」

、'.
:
県
外
五
〇
対
五
〇
ぐ
i

五

ニ
,
.一
対
四
七
•
九 

.

ふ
九
五
六
人
-

埼
玉
県

(
r
.

七
'
一'
六
人)

が
：

(

％)

の
割
合
で
あ
る
'(

前
者
が
無
配
8'

。
.
さ
て
、
こ
の
：よ
，
に
し
て
各
地
よ
り 

こ

,;
'
“
最
大
で
、.
以
下
新
潟
、
福
鳥
、''
長
野
，
:,

茨

' 

.集
合
し
て
き
た
労
働
者
は
\>

比
.較
的
短
時
日
の
の
ち——

業
務
終
了
後
は
、.
ど 

■-
.
城
県
で
あ
る
.,
0

出
身
地
•
，被
用
地
別
の
移
:：
.
の
.よ
ぅ
な
.径
路
を
.た
ど
0

て
.帰
趨
す
る
か
、
表
3
. 

,

8が
そ
の
一
.
覽

表

で
あ
 

,

動

)「

状
紙
は
極
め
：て
面
白
い
移
動
図
を
示
' 

' る
:0
.
こ
れ
に
よ
る
と
八
ニ
％
は
即
刻
.帰
郷
す
る
の
で
、

「

癌
馬
県
べ
の
出
稼
労 

U

て
ゐ
る
の
で
あ
る
が」

、(

八
七
頁)

、
、
そ

働

者

が

副

業

的

.1
-

:

C-A
-A

頁)

で
あ
る
こ
と
が
わ
が
る
'°
:ま
た
他
地
べ
引
続
き
出 

::
:.
-

の
表
示
、
叙
述
ぼ
割
愛
さ
れ
て
い
：る

(

の

稼

.を
続
け
る
^

の

は

；
ほ

ぼ

 

一
一
一
：
％

で

あ

っ

て

、

こ

れ

は

：：「

副

業

的

出

稼
.の

.=
3
不 

:

:
が
、
1t

し
ま
れ
る)

。：'
:
;所
掲
の
統
計
で
は
：、

.-
■

定
傭
労
働』

.
た
：る
意
味
：を
既
に
通
ヴ
越
し
て
寧
ろ
：『

漂
泊
労
働
者』

と
な
り
以 

.

こ
被
用
者
の
多
い
県
g

域
で
は
出
稼
者
も
■'
'
'.
-■

後
絶
え
ざ
る
失
業
の
.恐
脅
に
拉
び
や
か
さ
れ
つ
つ
巡
一
回
を
続
け
る
の
で
は
あ
る 

.
1

パ
多
い
.と
.
い
ぅ
：'-
:

と
、
：.お
よ
び
県
外
よ
り
め
.
.
' 
ま
い
か
.1
-
:

(

八
八
頁)

.ー
と
推
測
さ
.れ
.て
い
る
。：.
こ
ぅ
し
た
椎
測
の
当
否
は
こ
の
調 

'

'

“
出
稼
者
は
周
辺
各
県
と
北
陸
，
東
北
の
各
，

査
結
果
.だ
け
か
ち
は
、
..
'
:
-
.
.

判
定
が
^

き
な
い
::
"

な
お
、
男
女
別
で
は
女
子
の
方
が 

_9
,

.;

.
:地
.が
支
配
的
で
あ
る
ご
.と
>

1;
.か

判

明

し
'.
.帰

郷

者

が

相

対

的

羝

多

，
い

こ

左

は

、

:.
:
.い
わ
ば
当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
ぅ
。
 

p.
--
'
.な
い
ー
。

；

'

.
'-

昭
和
ニ
年
初
、
晩
秋
蚕
、:'m

年
春
蚕
期
の
被
用
者
全
体
の
平
均
賃
金
は
ほ 

_
2.
p

r

:'
,
養
蚕
労
働
は
：

1

時
的
集
中
的
な
作
業
ぼ
、

.

日
雇
住
^

で
異
子
日
給T

.

五
円
、
.
同
女
于 
一
•

〇
円
、
通
勤
で
男
子
日 

查
必
要
と
す
る
の
で
、
か

な

り

激

烈

な

業

務

給

一
•

ニ
円
、

女
子
一
•

〇
円(

た
だ
し
最
盛
時
住
込)

-、

年
雇
住
込
で
男
子
年 

I

で
あ
る
た
め
、
出
稼
者
の
年
齢
は
ニ
〇
歳

額

二

五

〇
円
、
女
子
一
二
〇
円
と
見
積
ら
れ
、
お
お
む
ね
農
作
賃
金
と
お
な
じ 

〜

四
〇
歳
に
限
ら
れ
る
。
総
数
七
‘

五

万

で

あ

.る
。
た
だ
し
養
蚕
作
業
ほ
本
来
季
節
咬
に
繁
閑
が
著
し
い
の
で
、
賃
金
の

副
業
的•

季
節
的
労
脚
者
の
移
動 

五

五

(

ニ
ー
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y
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月
別
変
動
は
比
較
的
激
し
い
。
県
内
養
蚕
の
中
心
地
島
柹
の
事
例
で
は
、
六
月 

五
日〜
七
月
五
日
が 

一
•
三
円
、
そ
の
前
後
各
一
力
月
が一

.

一〜

 

一
ニ
ー
円 

と
^

^

.

^

^

り
ソ
ニ
月〜

四

月
-

入
月
/

ム
わ
月
が
©

•

<〜

〇
>

九
円
、：：：
 

f

 

'
1
1

月
.

1

—

月

〇
‘

五
~

':
0

>

;

六
円
と
大
き
な
格
差
が
認
め
.
ら
れ
て
.

い
'

る
乂
^ ̂

だ
し
;:
'

&
-
q

の
数
字
は
日
肩
の上

：；

中
、.
不
の
う
^

セ
.

の.
部
で
あ
る
が
，：

和
お
よ
び
. 

下
⑷
部
の
季
節
変
化
は
お
.お
む
ね
：こ
：れ
に
.

準
じ
.

て
い
る
.

)

。

.

こ
..

の
数
年
は
、，
：島
村
に 

お
け
る
春
莖
掃
立
前
、：..：労
資
览
調
会
が
準
備
し
た
標
準
相
場
よ
.

り
と
0

た
：も
の
_

,

で
.、
y

^

界

擱

，
し

て

は

県

下

各

村

の

村

農

ム

K

に
於
.て
養
蚕
春
蚕
に
入
る
前
一 

;
般

農

業
.̂

働
者
の
賃
金
■と
合
せ
て
之
を
定
め
大
体
そ
れ
に
従
卜
パ
九
八
頁)

.AT>：

の」

. 

■
が
、
ー
ふ
づ
う
で
あ
.っ
^

;°
>-
')

の

「

労
資
協
調
き
.

の
：構
成
メ 
：ム
X

I

は
、
：：
村 

.
'長

、
ー

農

会

長

'

村

内

七

区

の

代

表

雇

用

主

 

ー
0

名
、'
部
屋
頭
西
名
か
，ら
成
っ
て 

い
4

。
こ

こ
で「

部
屋
^

飞
は
村
内
の
周
旋
業
者
で
あ
っ
て
、，.
営
利
職
業
紹 

介
艰
締
%

;:
0
:実
施
以
前
労
働
者
は
ま
ず
口
入
廣
者
宅(一

:

一
階)
U
の
寄
宿
に
落
ち
.

:

つ
く

風
が
あ
っ
た
と
き
の
名
残
り
.と
い
わ
れ
て
い
る
。
昼
夜
を
わ
か
た
ぬ
作
業 

■-
.
の
性
質
と
.

V
特
定
.の
寝
室
等
を
準
備
し
て
.
い
る
雇
用
主
は
.ま
れ
で
、.
塞
の
間
に 

家
族
^

も
ど
も
眠
り
、
.寝
具
な
ど
も
共
同
使
用
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
。

食
^
む 

粗
末
で
、
一.夜
勤
手
当
の
支
払
'%
'

■
む

ろ

ん

な

か

，
っ

.

.た
わ
け
で
、V

待
遇
は
劣
惡
で
あ 

っ

た
が
:'

た
だ
し
深
夜
に
間
食
と
し
て
食
事
を
し
た
り
、」

茶
葉
子
も
出
て
い
た 

の
!

、
.早
朝
■.

「

五
時
よ
り
十一

ー
時
迄
の
筋
肉
労
働
は
能
率
と
合
理
化
ヒ
守
時
も 

暇
な
き
工
場
の
そ
.れ
と
比
較
し
て
は
な
ら
な
い
。■.
現
に
島
村
に
於
て
最
盛
n#
. 

に
は
飯
侮
に
男
子
-に
其
の
茶
椀
に
一
.杯
位
宛
酒
を
.供
.
し
て
，ゐ
る
程
で
ぁ
.
.る』

.

. 

(

九
八
頁)

と
報
告
書
ゆ
述
べ
て
い
る
が
、
わ
れ
.わ
.れ
ば
こ：

の」

よ
う
な
.判
断
の
当 

否
^
あ
げ
つ
ら
う
資
料
を
も
た
な
い
。
む
し
ろ
こ
こ
で
肝
要
な
事
実
は
、

I

蚕

、

,

ゝ
 

\

 

五

六

0

ー
ニ
0
 

.労
働
者
の
待
遇
が
雇
用
主
の
*恩
恵
的
処
、遇
^

多
く
依
存
し
.て

い

た

と

.
い

う

钗

で
 

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
被
用
者
の
半
分
が「

前
年
又
は
前
期
に
雇
は
れ
た
る
関
係 

:

に
て
就
職
1-
.
し
て
い
た
事
実
と
、；
無
関
係
で
は
な
い
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清
酒
醸
造
業
と
そ
の
労
鵃

:
昭
和
初
期
2

年
九
月)

.
に
，お
.け
る
清
酒
醸
造
高
の
府
県
別
分
布
は
図
4
 

.

1
 

の
.と
お

り

，

で
あ
る
. 9
一.

総
醸
造
高
は
四
八
〇
万
石
に
達
す
る
が
、
ぐ
そ
の
う
ち
約 

(

1/
3)

：は
次
の
五
県
で
生
産
さ
れ
て
い
る
-0
_

M

は
兵
庫(

七
一
.
一
.

四
万
石)

.
で
、
 

以
下
福
岡

(

ー
--

四
£

:
万
石)

；、
京

都
£

.

1
，
七
万
石)

、
' 

広
島
へ
ー
一
一
•
〇
万 

石)

、
長
：野
'

(
一
.

五

.
五
万
石
マ
の
順
と
な
っ
て
い
る
：0

ま
た
従
業
員
総
数
は
六
八
、
 

0

0

0
人
で
、
：そ
の
う
ち
.■職
工
が
約
五
八
ぐ
〇
〇
o

人
、
残
る
一
〇
、
〇
〇
〇 

人

が

事

務

員

、
技

術

者

，
、
.
そ

の

他

と

な

っ

で

い

る

。
職
工
の
大
部
分
へ
五
七
，
五 

〇
〇
人
'

)

は
男
子
で
、
'.女
子
は
七
〇
〇
人
余
り
と
無
視
し
う
る
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
.の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
^

㈱

^

「

P

ち
&

豸
は
古
来
の
慣
習
に
従
.っ
て
冬
期 

百

，
日

間

：
の

従

業

な

れ

.

ば
.

現

在.
で

も

尚

杜

氏

を

r

百

日』

.

と
称
す
る
の
で
あ
る
が
、
 

多
べ
は
農
家
の
副
業
と
し
て
遠
く
酒
造
於
を
和
於

b
i
s

 

y

'r

'

へ
か
か」 

(

九
貝)
0 

.

そ
こ
.

で
当
然
、：：

用
米
用
水
等
の
立
地
条
件
に
依
存
し
て
'い
る
醸
造
場 

分
布
と
、：
社
氏
出
身
地
分
布
と
は
'

大
き
く
異
る
。
、(

こ
：の
調
查〔

3

〕

で
.

は
、
.農 

商
務
省
へ『

副
業
的
出
稼
.

労
働
力
調
査』

(

大
疋
八
年)

で
—*
0

〇
名
以
上
の
杜
氏
の 

あ
っ
た一；：

10
府
県
一(
後
出
の
表
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定
し
.
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昭
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酒
造
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に
お
け
.

る
酒
造
出
稼
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由
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ん
員
、
年
齢
パ
経
路
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仅
入
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組
合
等
に
つ
い 
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昭
和
三
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八
，月
府
県
照
会
を
：お
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こ
电
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.

「

ま
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表
4
 

•

1は
そ
の
結
果
得
ら
れ
た
へ
酒
造
労
働
者
の
分
布
.

1

覧
：
. 

で
あ
る
。

.

表
頭
は
酒
造
労
働
者
の
職
種
構
成
を
示
し
て
い
■る
。
.一
般
.に
酒
造
労
働
者
は
：
 

杜
戌
と
総
称
さ
れ
、
た
と
え
ば
丹
波
杜
氏
と
か
、
浅
ロ
杜
氏
と
か
著
名
な
出
稼 

集
団
を
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
正
確
に
.は
.、
牡

氏

(

老
曹)

と
は
'

酒
造
労
働
の
；
 

責
任
統
括
者
で
あ
ガ
。：;;
:
/
:か
つ
醸
造
の
経
験
技
術
者
で
妒
る
。/
若
千
'の
酒
造
旁
働) 

渚
は
杜
氏
に
従
っ
て
出
稼
し
，
雑
役
、
下
働
き
か
ら
は
じ
め
て
上
、
中
、
下
の 

.
蔵

认

、
，
^
か

錄

師

リ

癍

上

か

ぅ

階

梯

女

順

次

舞

進

し

て

だ

枉

氏

に

至

る

が

淤
 

ら
，«

::
-
.
:
;
:
ぺ
諷
篆
的
¥
季
節
的
労
働
者
の
移
動
ロ
ス
充

つ
う
で
あ
る
。.
雇
用
主
：で
あ
る
醸
造
業
者
は
、
の 

ち
に
.み
る

と

お

り

、

云
わ
ば
社
氏
と
そ
の
部
下
を 

雇
用
す
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
頭

(

代
®

 

は
杜
氏
の
補
佐
役
、ま
た
麴
師(

衛
門)

、
酝
廻
り
、
 

.道
具
廻
し
の
.三
役
は
そ
れ
ぞ
れ
の
呼
名
が
示
す
と 

■お
り
の
職
紙
を
東
す
も
の
，.で
.
.あ
る
。..こ
の

下
^
 

上
、'
.中
、
下
人
.お
よ
び
室
子
が
従
っ
て
い
る
。
四 

〇
〇
石
造
り
の
場
合
"

そ
め
構
成
は
杜
氏
、
頭
、

.

ム
口ぺ
麴
師
、
、
酝
廻
り
、
道
具
廻
し
，
上
人
、
.中
人
各
ー 

周
.
| 

:名
、
お
よ
び
.下
人
、
.雑
役
ニ
名
程
度
で
あ
っ
た 

_

と

、
:：

報
告
さ
れ
て

い

る

(

一
三
頁)

。
こ

う

い

う

次 

20
.第
で
、
か

り

に

一
，
一
〇

歳
M

当
で
こ

の

仕

事

に
.

入
る 

_

|
''

と

、
,.
一
-:

三
年
ず
：つ
で
卞
人
中
人
、
上
人
を
経

て 

、

1

一一役
と

な

る

の
で
、
五
丨
七
年
位
の
修
業
は
最
低 

a 

.
:'
.

''.
'

•

'
■:
■

,

,

,.
必
要
で
あ

る

か

ら

、

.一
一
ー
役
は
三
〇
歳

~

四
〇
歳
、
 

ま
た
杜
氏
.は
三
五
歳〜

五
〇
歳
位
の
年
輩
と
な
る
の
が
、
ふ
つ
う
で
あ
る
。
な 

お
、
職
種
の
呼
称
等
は
各
杜
氏
の
：出
身
集
団
ご
と
.に

か

な
り

相
違
し
て

い

る
う
 

え
、
ま
た
技
倆
の
巧
拙
も
多
岐
な
の
で
、
.
以
上
は
お
お
よ
そ
の
見
当
を
示
す
も
_ 

の
に
す
ぎ
な
い
。

.'
:

*'
'

〔

新
潟
松
氏
で
は
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.:

杜
氏
、
粧
屋
、
酝
屋
、
釜
屋
、

「

仕
入
力
、
.船
頭
、
桶
屋
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士
の
他
：と
い
う
区
別
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、

一
般
的
な
よ
う
で
あ
る
。
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* 調 查 〔3 〕pp. 24— 25.

- 表 4 • 2 . 杜氏出身府煨別， 主業別，人数表 *

主業別 

出身府煨\ \
農 業 者 漁 業 者

■...
商業其他 ,11-

岩 * 手 姑 2,195
人

19
人 

’ 21
人

2,235

愛 知 1,576 20 2 1,598

長 野 姑 213 . - - 3 216

岐 阜 県 254 ■ .丁 .. ..: •/ — 254
■: ~  . 重 314 2

. : 1 317
兵 庫 (不明) .•. _ . — -

島 根 県 856 44 3 905
岡 山 県 3,133 437 272 3,842

広 岛 県 (不明） _ _ _ 'ニ .
■

山 n 賬 (不明) ,. ■  •- ■

愛 嫒 県 1,484 39 27 1,550

新 潟 県 (不明） -： —

.常 山 県 (不明) —

石 川 県 2,143 148 205 ... 2,496

福 井 県 1,646 537 46 2, 229

都 府 1,597 3 : き3 1,633

M 知 原 57 ,~： — 57

福 岡 県 1,014 123 32 1，169

長 崎 74 11 — ;8 5

大 分 県 ' 286 21 : 6 313

合 計 16, 844 1，404 651 18,899

比 率 89.13- 1:::. 7. 43 3.44 100.00

で
古
き
問
題
'で
あ
：る」

'-
‘

'.
ー
.
ニ 

:
■「

古
来
各
地
に
酒
造
家
が
存
し
各
々
清
酒
を
自
酿 

し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
ぅ
が
用
水
と
用
米
と
に
设
質
な 

.
る

も
，.

の
を
曲
哀
富
に
有
す
る
土
地
が
必
然
的
に
銘
酒
を 

醋
し
出
す
こ
と
、
な
り
、
又
そ
れ
に
は
醸
造
に
、
邦 

の
材
料
に
適
応
せ
る
特
殊
の
技
術
を
要
す
る
こ
と
X 

な
っ
た
の
は
必
然
的
な
こ
と
で
あ
る」

.

.「

斯
く
て
結
局
出
稼
者
の■地
元
.町
村
は
概
し
て
.其
の
人
口
に
比
し
耕
地
僅
少 

に
し
'て
農
業
振
は
ず
又
.漁
村
に
在
り
て
も
漁
場
比
較
的
狭
隙
な
る
を
以
て
生
活 

.

和
办
於
か4

で
あ
る
。
而
し
て
酒
造
労
働
は
冬
季
中
の
.稼
業
に
し
て
農
漁
業
共 

へ.
に
閑
散
期
に
当
り
而
も
殆
ん
ど
無
資
本
.に
し
て
比
較
的
高
額
の
労
銀
を
確
実
に 

■

.

#'

ヤ
か
：の
で
あ
る
：：

(

傍
点
I

西
川)

1-
.(

一
一
四
頁

)

。
.
し

た

が
っ

て

、

農
家
出
身 

.

.
■者

：(

約
九
〇
%

>

、
'
次
い
.で
漁
業
出
身
者'(

七
.

四
%

> 

.と
な
っ
て
い
る
の

v

あ 

，る
0
表
4

:

*

2

.は
社
氏
の
主
業
構
成
：を
.府
県
別
に
み
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な 

.

^

。ぐ
た̂

し
新
揭
い
高
山
、
兵
庫
、
広
島
、
；
山
.ロ

等

：
の

各

県

に

；
つ

.
い
：て
は
調
査 

^

~

;

7

:

.9:
!
:
0iV

:
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不
能
で
あ
っ
た
の
で
、
表4
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2

の
ヵ
バ
レ
ッ
デ
は
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■
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00
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•
1

の
へ(

2/
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に
及
ば
.な
い
が
、
大
勢
は
ま
ず
動
く

ま
い
と
1'
»

考
え
ら
れ
る
。
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1

44
へ
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^
罾
豸
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㈤
豸
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の
通
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だ
が
、
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方
醸 
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用
米
、，
お
ょ
び
.交
通
等
に
ょ
っ
て
左
右 

I

I
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.
:
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:さ
れ
弋
決
定
さ
.れ
、
労
：働
力
供
給
地
と
需
要
地
と
の
分 

ー
11
21
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'
'

-0
4
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43
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.

布
に
は
1~
'
^>
が
生
ず
る
か
ら
、
そ
の
間
に
労
働
.力
の 
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、

-

(

季
節
的)

.
移
動
が
は
じ
ま
る
。「

杜
氏
の
移
動
は
極
め

難
く
な
い」

(

傍
^
丨
西
;|
|) *

「

然
し
現
在
で
は
殆
ん
ど
酒
を
本
業
の
如
く
せ
る 

も
の
多
く
、
又
技
倆
も
優
秀
に
し
て
、
.異
動
少
な
く
長
年
勤
続
す
る
の
で
杜
氏 

は
附
近
に
於
け
る
名
望
家
に
し
て
其
の
箍
済
状
態
も
良
い
'-
.(

.
一
ー
ー
ー
ー
5
。

岡
山
の
備
中
杜
氏
'(

浅
口
杜
氏)

：、：
広
島
の
三
津
杜
氏
は「

共
.に
瀬
戸
内
海
に 

面
す
る
^'
i

に
し
て
北
陸
地
方
.に
反
し
て
気
候
温
暖
な
れ
共
耕
地
面
積
は 

皆
略
々
Ml
#

に
#

*
に
し
て
一
.
.帯
に
副
業
極
め
'

v

盛
な
る
地
に
し
て
農
家
は
大
：
 

概
小
家
庭
工
業
た
る
紡
織
を
な
し
又
は
藺
を
製
造
し
、
果
物
を
栽
培
し
て
ゐ 

一
る」
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表 4 • 1 生耍府煨杜氏川分府跟別職槠別人数表 *

出身府路ヽ

職猶另|
杜氏 頭 m m 配廻 

リ
道具
廻シ 上人 中人 下人 雑業 計 比率

岩 手 県

人

225
人

20F
A

191
A

146
A

12C
A

531
A

38£
A

38«
k

41
A

2,235
% 

6. 61
愛 知 原 14S 56 14C 72 36 186 377 372 207 1,598 4 . 73
長 野 県 18 24 15 12 4 56 58 26 3 216 0. 64
岐 阜 県 58 2 ;31 25 5 19 ‘ 40 35 39 254 0. 75
ニ M 県 26 12 30 33 85 • 30 40 52 9 317 0. 94
新 潟 県 775 409 463 ’

- . ：. :ー 965 2,948 5 ,560 1 6 .45
富 山 : 県 35 -__■ 37 ' "~ — ;— 60 132 0 ,39
石 川 県 、 516 273 421 9 186 274 313 288 216 2,496 7. 39
福 井 県 206 183 181 134 168 363 373 428 193 2,229 6 . 60
京 都 府 92 81 115 130 150 369 237 308 150 L 6 3 2 4, 83
丘 庫 県 611 595 498 740 660 1,806 1,341 1,034 476 7,761 2 2 .97
島 m 県 164 6 132 95 5 351 66 49 38 905 2 .68
岡 山 県 ：. 626 305 494 275 435 4Q1 401 771 3 ,842 11，37
広 •； w 県 347 — 241 159 . — — 694 _ 1,441 4 . 26
山 ロ 県 . f区分丫 

、不明ノ
— — . ，—" \ — — "7~ — (2, 630)

媛 県： 334 8 266 267 234 119 90 111 121 1,550 4. 59
知 県 10 1 6 4 : — 7 12 16 1 57 0 . 17

福 岡 県 149 122 131 123 89 118 153 132 152 1,196 3 .46
長 崎 県 6 i 10 , 5 —： 23 10 10 21 86 0 . 25
大 分 県 3? 26 . 22 17 22 30 19 27 111 313 0 . 93
合 計 4,386 1，903 3, 696 2 ,709 1,398 4 ,719 3,915 5 ,336 5,557 33,792  

(36.422) 100,00

比 率 ：
%

12.98 5 .63 9 . 97 8 ,02 5 ,62 13.96

---- ---- --

11.59 15.79 1 6 .44 LOO. 00

備 考 山 口 県 は 単 に 組 合 員 9 みに限り区分は不明で比率中に舍めて な い _ 
* 調 査 〔3 〕p . 1 4 . : せ

上
掲
の
表
4 

.
1に
よ
れ
ば
、
杜
氏
総
数
三•

六 

S
万
石
の
出
身
地
分
布
は
.お
お
ま
か
に
み
る
な
ら 

ば
、
兵
庫
を
中
心
と
す
る
近
畿
地
方
三
〇
％
弱
、
新 

潟
を
中
心
と
す
る
北
陸
地
方
三
〇
％
余
、
岡
山
を
中 

心
と
す
る
中
四
国
地
方
三
〇
％
弱
が
トr

主
要
三
大
地 

衣

：で
、
他
に
岩
手
県(

六

•
六
％)

、
>愛
知
県(

四
• 

七
％)

，
；福
岡
県(

三
.
•五
%)

と
な
.つ
て
い
る
。「

而 

し

て

杜

氏

の

出

身

地

方

の

：
斯

る

部

類

は

又

.
や

が

て

杜
 

.

氏

出

身

地

及

家

庭

の

事

情

の

部

類

と

な

る

%'
の

で

あ
 

.

.る
1-
'X

ニ
ニ 

1

。
：
：

：

'新
潟
お
よ
び
北
陸
地
方
で
は
、

「

元
来
人
口
の
増 

.
加
著
し
く
、，
耕
作
反
別
は
狭
少
に
し
て
、
：而
も
季
侯 

へ
不
順
の
為
：め
、
.皮
当
収
穫
.
は

少

な

い

の

で

あ

る

」
「

其
 

の
杜
氏
出
稼
は
必
然
的
原
因
を
^

と
 

.

.

.
言
ひ
得
る
へ(

傍
^

—
西
川)

」
「

斯
く
て
男
子
は
吐
氏 

に
y
;女
子
は
女
工
に
と
出
稼
せ
ざ
'る
を
得
ぬ」

(一

一
 

ニ
頁)

。

:

「

次

ぎ

に

京'^
及

兵

庫

は

古

く

有

名

な

る

灘

に

就
 

業
せ
る
杜
氏
の
八
割
迄
：が
此
の
中
心
附
近
の
出
身
者 

.

.で
あ
り
、
就
中
丹
波
よ
り
来
る
も
の
多
紀
郡
に
て 

ニ
、；
五
.五
.五
人
を
数
へ
：て
ゐ
る」

こ
の
，「

丹
波
杜
氏 

は
其
の
技
倆
を
以
て
鳴
る
も
、
_
勿

論

古

く

は

V 

経
済
的
原
因
に
よ
り
て
の
出
稼
な
り
し
こ
と
想
像
に



「
斯
く
て
醸
造
場
に
雇
傭
せ
ら
れ
た
る
副
業
農
夫
が
技
術
を
練
磨
し
ち
之
に 

，
当

々

、
，
其

後

次

第

に

憤

習

的

と

な

り

一

地

方

の

醸

造

場

は

.一.
#
定

地

方
の 

渚
が
独
占
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
其
後
幾
多
の
変
遷
消
長
あ
り
と
雖 

も
現
在
に
も
一
地
方
出
身
の
杜
氏
の
行
く
先
ル
.

ハ

i

於
い
1

か
か」

.

(

四
四 

'
頁)

。
.

た
と
え
ば
福
井
県
か
ら
の
酒
造
出
稼
は
、
当
初
県
内
各
地
お
よ
び
滋
賀
: 

丨
m

等
の
酒
造
家
.の
米
搞
、
蔵
人
下
働
と
な
っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
と
云
わ
れ
て 

い
一
る
.し
、
、ま
.た
備
中
杜
氏
め
場
合
ゆ「

摂
津
灘
沖
に
出
漁
し
て
風
浪
を
■避
.け
繫
.

.

船
电
、其
の
地
酒
造
家
に
雇
傭
を
受
け
相
当
の
利
を
収
め
て
帰
郷
、漁
業
出
稼
に 

比
上
有
利
な
る
を
以
て
爾
後
海
年
之
を
繰
り
奪
~

ヤ
§

点
丨
西
川)

.

」

.(

ニ
四
頁)

：
. 

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

：

.
'

.L

た
が
？
て
'

南
部
杜
氏
の
出
稼
先
は
す
べ
て
東
北
、.
.北
海
道
、
樺
太
に
限 

,

ら
れ
て
い
る
し
、
愛
知
杜
氏
で
は
県
内
，

(

.七
〇
%)

’
：
岐
阜
、
静
岡
が
大
部
分
を
パ 

占
め
て
い
る
。
ま
た
兵
庫
杜
氏
は
京
都(

灘)

、
大
阪
、

奈
良
、

三
重

、
.
福

岡

杜
 

:

氏
で
は
県
内
の
：ほ
か
に
九
州
各
県
お
よ
び
朝
鮮
に
そ
の
版
図
を
も
っ
，て
い
る
。
 

一
層
詳
し
く
み
れ
ば
，：

各
出
身
県
内
で
も
郡
别
•

町
村
別
に
主
要
出
稼
先
.一
^

 

実
は
就
業
先
酿
造
場
I

が
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
ル
.

丨
ト
：は
き
わ
め
て
強
い
.も

の

の

よ

ぅ

で

：
あ

る

。

：
1

'

•
' 

.

.

.
 

.

.

. 

.

.

.

.

.

*

前

出「

昭
和
三
年
中
に
於
け
る
道
府
得
外
出
稼
者
に
関
す
る
調
查
概
要」

に 

:•

よ
れ
ば
、
新
渴
か
ら
の
男
子
の
県
外
出
稼
杜
氏
は
ゼ
，
三
七」

名
、.；
他
に
繊
雜 

:

七
.

.

一
三1

名
、：'
そ
の
他
工
業
六
、：
 

<

〇
六
名
' 

ま
'
た
非
工
業
男
子
.

出
稼
.四 

ニ
、
〇
ニ
ー 

名
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
文
中「

男
子
は
杜
孜
に」

と 

:

..

あ
る
の
.

は
、
.:
-

い
わ
ば
強
勢
の
た̂

0

表
现
.

に
す
ぎ
な
い
.:
'
0

':
ど̂
^

^

:̂•
/

•

.

C

-
氺

氺

：■後

述.の
1

:
ぉ

り

、
.：
苒

掃

的.に

同
-.
-
-
-が̂

同
-*
:
事

業

所

に

出

稼

^
^

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
醸
造
場
間
を
転
々
と
せ
ず
、
み
ず
か
ら
の
技
倆
に
よ 

っ
て
そ
の
製
品
に
独
由
の
品
位
を
与
え
る
と
い
う
の
が
、
仕
坨
に
と
っ
て
维
本 

的
な
要
件
で
あ
っ
た
。

*

1

北
惺
地
方
で
も

そ

う

で

あ

っ

た

よ

う

に

、

農
村
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
と 

な
.
.ら
ん
で
漁
村
.か
ら

の
出
稼
者
が
多
か
' 
っ
.
た
，こ
と
_を
忘
れ
て
は
.な
ら
.な
'い
。

觀 

,

.
家
の
貧
困
と
な
ら
ん
で
、
漁
業
诎
稼
と
滴
造
出
稼
と
の
選
択
が
漁
村
か
ら
の
酒 

•̂

出
稼
に
お
い
て
、
重
要
な
ポ

ィ

シ

ト

で

あ

ろ

う
.

(

後
出
、

一
o

一
一
頁
の
備
中 

:
•:

杜
氏
に
関
す
る
引
用
文
参
照)

。

:

■

.

- 

.

.

.

.

.

. 

r 

. 

. 

.

四
‘

三

就

業

径

路

.
社
氏
組
合
ぉ
よ
び
貸
金

酒

造

労

働

者

一

の

出

稼

径

路

は

、

き

わ

め

；
て

安

定

的

..

永
続
的
.

で
あ
る
。
な
f

 

な
ら
、

一

般
に
そ
の
就
業
径
路
は
ノ
⑴
杜
氏
、
そ
.

の
他
先
輩
知
人
.

の
紹
介
、
⑵ 

杜

氏

組

洽

、

醸

造

技

師

等

め

，
斡

旋

が

.

ふ
.

マ
う
だ
が
、
杜
氏
に
つ
い
て
は
す
で 

に
触
れ
だ
と
お
り
、
そ
の
.

技

術

、は

雇

用

先

の

、
醸

遙

銘

柄

と

：
い

わ

ば

同

義

で

あ

っ 

て
.

、
そ
の
間
の
紐
帯
は
ま
っ
.

た
く
慣
習
的
、：‘
永
続
的
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
か 

れ
の
技
術
：は
.

'

「

秘
伝」

'

的
に
伝
承
者
ね
る
の
：で
.■

あ
る
.

か
ら
、
炎
継
者
達
は
そ
の 

就
業
機
会
を
雄
承
す
る
の
.

が
、；
当
然
の
成
令
ゆ
き
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
酒 

造
労
働
の
場
合
、
修
の
季
節
出
稼
に
く
ら
べ
れ
ば
.、
雇
用
主
間
の
移
動
性
は
相 

当
に
.

低
い
も
の
と
：推
察
さ
れ
る
。.

办
れ
ら
の
移
動
は
、
年
々
定
ま
っ
た
先
へ
出 

稼
：を
繰
:,
0

か
え
す
-

と
に
ほ
か
な
ら
だ
い
。

.

，、
 

.

.「：

出
稼
は
個
々
杜
氏
に
引
卒
せ
，

i
v

ル
。
五
人
乃
至
十
人
.

宛
旅
立
つ
.も
の
に 

.

し

て

，中

に

は

杜

氏

の

'

み

が

少

し

先

き

に

行

き

て

残

り

'
の

者

を

呼

ぶ

こ

と

も

あ 

り
、
旅
费
は
杜
氏
は
全
部
.

の

人

数

に

対

す

る

貴

任

を

帯

び

て

…

.
：
適

宜

に

之

.
'、.，い：■を
配
分
し
.
.就
.職
先
に
到
る
.も
のV

,

あ

る

(

傍
点
丨
西
川)」

，..

(

一.T

五
頁)

。

こ
の
：場
合
、

「

杜
氏
自
ら
酒
造
家
と
直
接
の
契
約
を
な
し
頭
、
ン
麴
師
以
下
の 

蔵
人
は
自
由
に
雇
傭
す
る
権
限
を
有
す
る
の
で
、
三
役
位
は
前
述
の
如
く
自
己 

の
出
身
地
ょ
り
撰
ぶ
の
.が
鞞
通
で
あ
る(

傍
点—

西
川)

」

へ
一
一
五
頁

)

。
こ

ぅ

し

た
 

琪
情
か
ら
し
：て
3

の
募
集
、
応
募
方
法
が
、ほ
か
な
ら
ぬ
就
業
径
路
：の
固
定
化
、
 

安
宠
化
要
因
の
最
た
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
⑵
於
む
し
ろ
広
域 

的
な
流
動
を
促
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「

典
の
契
約
は
単
に
旧
来
の
慣
例
を
踏
製
す
る
も
の
で
、

…
…

総
て
文
書 

に
依
ら
ず
適
宜
の
方
法
に
ょ
り…

…

何
石
の
酒
の
醸
造
と
云
ふ
こ
と
が
現
在 

の
：所
に
て
は
契
約
0.

内
容
に
し
て
_労
働
時
間
、，
体
日
等
は
殆
ん
ど
不
問」 

P

.一
五 
I

I一
六
頁)

'0. 

へ

.

,

.

.「

初
め
て
就
職
ず
る
際
は
其
め
第
一
要
件
た
る
技
倆
は
県
の
技
師
乃
至
耝 

_

合
員
，の
証
明
に
ょ
る
の
み
な
れ
ば
，、
結
局
知
人
関
係
を
奶
む
者
が
多
.い
の
：
^
 

当
然
で
あ
ら
ぅ(

.傍
点—

西
川)

」
(

ニ
六
頁)

。

杜
氏
姐
合
は
他
の
供
給
組
合
と
同
様
に
''
'

「

雇
傭
の
.斡
旋」

'を
そ
办
事
業
内 

容
と
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
む
し
ろ
，同
業
組
合
の
性
格
が
強
く
、
杜
氏 

の
就
業
径
路
を
形
成
す
る
.組
織
体
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
こ
の
点
、
出
稼
漁
夫 

や
織
維
女
エ
の
供
給
組
合
が
労
働
供
給
機
構
で
あ
っ
た
の
と
、対
照
的
で
あ
る
。
 

社
氏
組
合
の
.事
業
目
的
は
む
し
ろ
地
俄
内
の
.杜
氏
.の
技
術
向
止
、
共
済
、：
表
彰 

と
.
い
.つ
た
と
こ
ろ
に
お
か
れ
、
.「

酒
#

57

働
考
の
_

務
訓
_

、

福
利
施
設
.の
0
 

て
が
此
の
中
.に
含
ま」

(

三
一
頁)

れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
備
中
杜
氏
組 

合
：で
.は
常
僮
：の
学
校
を
設
け
て
い
る
し
、；

三
島
杜
氏
趄
合
の
講
習
会
.で
ば
三
力
 ヾ

年
の
課
程
が
お
か
れ
1

さ
ら
に
研
究
科
を
用
音》

し
て
い
る
状
態
で
、
杜
氏
資
格

副
業
的
.
季
節
的
労
働
若
の
移
動

の
詮
衡
.

認

定
•
技
倆>

 

功
労
の
表
彰
な
ど
が
熱
心
に
お
こ
.な
わ
れ
て
い
た
。
 

し
か
も
±

こ
で
注
意
す
べ
き
事
実
は
、
組
合
へ
の
加
入
は
き
わ
め
て
容
易
で
、
 

「

組
合
長
に
申
込
.み
.組
合
員
章
又
は
手
帳
、

名
簿
等
の
.交
付
を
ぅ
け
登
録
さ
れ 

れ
ば
良
.い
の
，でj

あ
っ
て
.(I

一一
四
頁)

、

_

ギ
ル
ド
的
な
封
鎖
性
は
一
切
認
め
ら
れ 

な
い
し
、
ま
た
完
全
に
オ
ー
プ
.

ン
な
組
織
体
で
あ
る
点
で
あ
ろ
ぅ
。
し
た
が
•っ 

て
む
し
ろ
そ
の
本
来
的
性
双
は
、
酒
造
：労
働
者
め
.養
成
、
準
備
機
閨
で
あ
っ
た 

と
考
え
ら
れ
る
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
組
合
の
新
酒
品
評
会
入
賞
ば
杜
圯
に
と
っ 

て
、
最
大
め
名
誉
に
ほ
が
な
ら
な
か
っ
た
.し
、
ま
た
次
年
度
の
就
業
に
と
っ
て 

好
材
料
と
な
0

た
こ
と
は
、
.
云
ぅ
ま
で
も
な
い
。
調
査
C

3〕

に
ょ
れ
ば
、
調
査 

対
象
県
：の
杜
氏
組
合
数
は
、
ほ
ぼ
：七
十
組
合
で
あ
っ
た
と
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

-

転
じ
て
こ
れ
ら
.

出
稼
者
の
.
賃

余

(

所
得)

.

だ
が
、

「

頭
以
下
の
賃
銀
は
地
方 

的
に
見
る
も
個
人
的
に
見
る
も
必
ず
し
も
大
な
る
差
異」

は
な
い
.。
た
だ
杜
氏 

に
つ
い
.て
は
、
そ
の
技
倆
に
ょ
っ
て
詳
細
*
格
付
け
が
お
こ
炎
わ
れ
て
い
る
..
0 

技
術
次
第
で
造
石
高
が
決
'ま
'る
が
、
こ
れ
か
ら「

半
個
支
舞
、

:

一
個
支
舞
、

一
 

個
半
支
舞
等
の
別
を
知
り
得
る
の
で
、
^

っ
て
略
々
就
業
日
数
を
計

算

し
得 

る」

-'「

大
概
兰
百
右
、
，©
百
^

^

が
最
も
普
通
の
所
で
此
の
辺
は
杜
氏
以
下
十 

人
位
で
作
業
し
得
、
社
氏
ば
期
間
四
百
円
位
を
と
る
。
斯
く
主
任
者
た
る
杜
氏 

は
.『

造
ヴ
放
し』

何
石
.に
対
し
賃
銀
幾
何
と
'云
ふ
が
如
く
.定
め
る
方
が
其
の
仕 

事
の
全
部
及
雇
傭
人
の
任
免
.に
対
し
責
任
を
負
ふ
の
で
あ
る
か
ら
都

合

が

よ

い
。
従
っ
て
大
概
此
の
方
法
を
採
っ
て
ゐ
る」

(

ニ
七
頁)

。

支
払
は
旧
正
月
に 

:
1〇
~

八
割
を
.
；「

予
測」

し
て
支
給
す
る
の
が
通
例
で
、
こ
れ
は
労
働
者
出
身 

家
計
に
お
け
る
年
末
^

仕
払
卜
に
応
ず
る
た
め
だ
と
ノ
説
明
さ
れ
て
い
る
。
月 

.給

制

：：
へ
；
の

切

り

か

ぇ

；
は

当

時

不

十

分

.で

：
ぁ0
へ
た
ょ.ぅ

，
で？

.

^

'

,

 

. 

/ 

’ 

六 

一

(

ニ 

1

七)



表 4 • 4 塚山忖 •出稼人貝および送金額府煨別ー览*.

新 潟 | 群 馬 栃 :木 茨 城 祌 杂 川 埼 玉 t e i ..島千 葉 岐 卓 興 他 計

( 人 人 人 人 ..人 人 人 A A 人
-JU TV Q 4p [ 2 7 31 67 47 39 13 29 ’ . .一 28 281ノ、in o 干 j R 円 円 円 円 円 円 門 n 円 ：. . n

1 20 .8 67.7 37.5 3 5 .6 27 .7 24-2 23 .3 . . ；— -— 32.7

4 尔 ( 29 38 72 54 ■ 43 19 31 12 — 26 324
1 27 ,2 39,4 36,7 3 1 .8 3 5 . 7 23 ,9 36 .3 27.9 — 3 .0 31.4

4 l-： [ 2 9 39 78 53 ：42 22 49 10 . — 23 345
1 26 .9 48, 5 33 .7 3 7 .6 3 9 .0 18.3 26.4 33.1 ' — 21 .0 33.0

fiゴ{L /  27 49 81 55 45 26 52 6 ■ ~— 12 347• V 十 1 26. 2 39, 6 39.3 3 8 .8 4 3 . 9 35 .8 . 4 0 - 1 66 .7 — 3 5 .8 39.7

7 年
( 4 8 ; 66 91 42 39 33 47 12 10 15 403
1 :3 9 .8 4 2 .7 43 .8 4 5 .7 4 5 .6 4 9 .8 51:1 55 .7 i 3 6 .8 43.9

8 年
( 3 5 65 65 46 56 28 49 14 10 12 383
1 6 4 .0 70 .2 81, 6 7 6 .6 61. 1 7 2 .8 86.1 69 .2 8 3 . 6 7 1 .8 73.0

9 ’年
{ 3 4 53 105 37 43 36 70 3 17 11 409
1 6 4 ,0 159 .8 135.8 109.5 128. 5 1 19 .7 136.3 120.0 175.3 5 .5 126 .5

1 0 年
( 3 4 49 ：122 37 52 31 .59 4 17 9 404
1124,2 120. 2 142. 3 99. 9 120.6 97, 9 113,6 126.3 B2.8 24. 9 119.0

1 1 年
( 2 5 64 119 34 48 26 68 9 10 11 414
1158.5 138,8 151.6 144.3 110,6 132, 9 136.8 • 3 4 .4 152. 5 24 . 5 137 .8

1 2 年
/  23 62 110 46 42 23 68 15 6 10 405
1 3 9 . 1 142 .3 157.8 131.9 1 70 .8 230,7 82 .6 14.7 1 9 0 .0 6 3 .0 131.4

1 3 平
f  |5 o 65 96 43 35 37 58 13 3 23 398
1 7 1 .2 152.4 202,5 130.7 4 2 .4 2 3 4 .1 105.3 - ニ 266,7 58. 5 136,4

1 4 年 .
( 2 3 57 118 48 32 38 61 16 5 8 406
1 8 0 .7 154 .2 157.3 1 0 9 .1 212. 0 156.0 1 10 .1 6 5 .9 194,0 6 4 .4 .1 3 8 .9

昭 和 元 年 ( 1 7
63 92 28 35 42 48 15 6 3 349

* I ノtJ | 166. 6 131.5 7 6 .8 222.0 177.1 122.2 60 ,2 66.7 2720.0 152.3

2 年 /  16 64 79 23 48 46 43 13 7 5 339
1 2 1 :9 138. 5 136.0 7 2 .8 : 185. 2 121.4 128.7 22 .3 122.1 409 .0 132.1

>

一
結
局
、
総
♦し
て
み
れ
ば
先
輩
、
.
知
己
.と
.
い

っ

た

縁
 

故
を
た
ど
っ
て
の
応
募
:•

就
員
、
募
集
.
採
用
が
決 

■•

定
的
な
径
路
と
な
っ
て
い
る
。

' 

'
 

.

.

.

.■

.

.

.
 

.

.

.

. 

.

-

-
 

:

 

.

.

. 

,

,

四

.
四
：社
氏
出
稼
の
事
例
；

;

'•
:

最
後
に
.、•
新
潟
県
に
お
け
る
杜
氏
出
稼
の
中
む
地
と. 

:.
■
•
■
自
さ
れ
る
H
i;

郡
塚
山
村
、
岩
塚
村
、
寺
泊
村
に
関
す 

V

る

報

告

を

摘

記

し

て

、
，

こ

の

「

副

業

的•
季
節
的」
出 

稼
労
働
に
つ
い
て
.
の
資
料
の
む
ず
び
’と
し
よ
う
。
こ
れ 

ら
の
事
例
は「

酒
造
出
稼
は
勿
論
古
来
よ
り
の
伝
統
的 

:■
•̂

術
作
業
な
れ
ば
旧
慣
に
よ
る
こ
と
大
な
^

と
雖
も
、
 

経
済
的
な
る
原
因
を
数
.ふ
る
こ
と
極
め
て
大
な
る
も
の 

:

■が
あ
る」

(

九
〇
頁)

.
こ
と
を
、
教
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ 

.

う

。..
-「

岩

塚

及

塚

山

附

近

の

酒

造

出

稼

は

明

治

以

前

既
 

,

に
関
東
方
面
に
ニ
十
名
マ
り
五
十
名
迄
の
出
稼
者
を
示 

■

.

し
、
交
通
完
備
せ
ざ
^

時

は

冬

時

一

：
一
一
：
国

峰

を

越

ゆ

る

と
 

-1
2

:

と
を
得
ざ
•る
が
故
に
海
岸
を
柏
崎
迄
出
で
直
江
津
よ
り 

12
8

:-
.
信
洲
路
に
出
.で
て
行
く
こ
.
と
あ
り
、
又
は
清
水
よ
り
六
.
. 

pp
.

.
白
町
へ
山
越
す
る
も
.の
も
あ
っ
た」

(

九
一
貢)

。
両
村 

31

の
総
戸
数
一
〇
〇
三
戸
の
う
ち
、
出
稼
者
総
数
は
塚
山 

查
村
三
三
九
名
、

岩
塚
村
四
七
一
名
で
、

「

農
家
主
業
者 

調

.
の
八
割
迄
は
冬
季
杜
氏
に
出
づ
る」

(

九
ニ
頁)

状
態 

で
あ
っ
て
、
こ
の
原
因
は
第
一
に
積
雪
に
よ
る
耕
作
不

,

.

業
的•

季
^

^

労
働
者
の
移
動 

f 

t 

六

三

(一
|

一
 

九〉

• 

、
い

、
*

,

、

 

/

2

も
^

r

J:
!七
 

リ
ガ

>

r
し
f

到

-

^

T
r
r
w
T
F
i
:

出

;.
1

3

9

ゐ

1

句

「

£|
4

^

^

|

病

^

:

^

?

7

1
 

V
!

出身府県别杜巧収益表s表

益区分

地元! ^

一人一日当 
収益額普通 逋収益額日

益区分

岐 ^ ^ \

一ふ~ 
収益!

- n 当 
m普通

一期f 
通収ョ

hiノ妤 
益額

W A県内 県外 県内 県外 県内 県外 県内

岩 -T ’癖 杜氏
蔵人:

内銭 
1.60  

80

円銭 
2 .00  

90

1*3
300
100 翔 兵庫県 杜氏

'蔵人

杜氏
蔵人

円銭
3 .00
1.20

円麩 I'J, H 
300； 一  

1 2 0 . 一

愛 知 寧
杜氏
. •人.

2. do 
80

350
100 鳥根県 2. 30 

1 . 20
2 .30
1 .50

3. 50
1 . 50

360
160

350
150

360
135

提野県 杜氏
蔵人

: —— 1.50
1.00

V ’ 一 150
100 岡山県 杜氏，

蔵人

杜氏
蔵人,

3 .00  
1 . 50

350
180

450
120

岐阜県
.. .:

杜民 
蘇人て

2. 50 
1..40

2. 50 
1 . 30

300
168

、 300
156

…
:広:岛県

■.

70
1
1 三 f f i県 杜氏

蔵人
2.00
1 .00

2 .00
1 .50 ■

250
195 山口県 杜氏'

、.蔵人'_

杜氏
蔵人

3 . 00 
1 . 30

2 .60  
1,50

. _

新潟県 杜氏
蔵人

. —

- -

„ — 315；
150 愛媛県 400

150
350
150

富 山 県 杜氏
蔵人

— —

、高知県 ’ ホ土氏 
蔵人 1.20 1.20

200
100

300
120

石川 県 杜氏
蔵人

2 .50
1，00

2 .50
1 .00

400
150

400
160| 福岡県 杜氏

蔵人
3 . 50 
2 . 00

4 :00
3 .50

500
250

550
30«

福井県 杜氏
蔵人

2. 00 
1 . 25

2. 85 
1.30

,200
92 .5

252丨 
147丨

長崎県 杜氏
蔵人

. 、 ._
2 .5 0
1.50

600
100

300丨 
125|

400：
80|

京都教 杜氏
蔵人

3 . 00 
1.30

3 .0 0  
1 . 10

500
130 大分県

■ .
杜氏

.，蔵人'
2 :80
1 .3 0

3 .00
1,20

查て 3 〕pp. 29-31.

の

自

由

裁

.
量

に

ょ
.
.っ，
..て
.一
.i
-
- r

而
も
仕
事
.の
•終
了
後
、
其 

の
■就
業
状
態
を
顧
慮
し
て」

-
—

決
定
さ
れ
る
.な
ど
、「

不
. 

合

理」

な

点

が.少
く
な
い
。
日
給
で
み
て
蔵
人
の
賃
金
は 

(

平
均
す
る
と)

：

杜
氏
の
半
分
以
下
で
、
大
体 
一
•

〇
〇〜

■

ー
.
五
0

円
見
当
で
あ
る
.。
た
だ
し
所
得
額
で
み
れ
ば
、ど 

.

の
格
差
ゆ
ざ
^

に
開
い
て
い
る
.(

後
掲
表
4
 

• 

3参
照)

» 

な
お
以
上
.は
い
わ
'ば
現
金
給
与
で
あ
っ
て
、.
食

事

•
住
居 

ぼ
実
物
給
与
の
形
を
.と
っ
：て
い
た
が
、

「

酒
は
自
由
に
な 

石
外
#

鞋
銭
と
'称
し
て
最
も
繁
忙
な
る
十
二
月
及
一
月
に 

.

.ニ
円
以
下
五
十
銭
；̂
!迄
‘を
支
^
し

、

吏
.に」

ー

ー

月

下

旬

ょ

り
 

四
月
に
か
け
て
の
火
人
中
十
二
、
三
日
間1

様
に
ニ
円
位 

:

の
割
増
し
：を
な
す
の
が
普
通
で
あ
る」

(

ニ
八
丨
ニ
九
頁)

。
 

バ
賞
与
は
一
様
で
な
い
が
、
帰
国
時
に
社
氏
五
〇
円
、
そ
の 

他一 
ー0

丄
ー
ー
0

円
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

•

'「

結
局
杜
氏
.の
収
益
は
，寄
宿
舎
及
食
料
を
支
給
さ
れ 

其
の
他
業
務
が
庫
を
出
る
.

A
J

と
な
く
、
休
日
も
少
な
い 

'
'の
で
支
給
金
額
は
袼
ん
ど
'全
額
貯
蓄
し
得
、
而
も
給
与 

は

少

額

：
で

な

い

の

.で
農
閑
期
の
.出
稼
業
務
と
し
て
は
最 

も
有
利
な
.も
め
な
.の
で
あ
：る」

(

一

J

九
頁)

。

.

さ
き
の
出
稼
漁
夫
所
得
に
く
ら
べ
て
み
れ
ば
、
蔵
人
に 

あ
0

て
は
や
や
低
い
'が
、
杜
氏
所
得
■も
尤
洋
漁
業
出
稼
の 

.
所
得
を
超
え
て
い
な
い
。
し
た
：が
っ
て
，「

全
額
貯
蓄」

.で 

:

「

最
も
有
利
な」

：：出
稼
と
：い
ぅ
判
断
は
支
持
し
か
ね
る
。



.能
，\第

1
1

に
農
地
の
狭
隘
-(

農
家
ニ
尸
当
り
田
四
丨
五
反
，
畑
三—

四
•
.五
反)

に
：も
と
づ
く
、：
貧
困
で
あ
っ
た
。-

ノ
:'

貧
困
は
戸
数
ー
ー
六
〇
戸
の
漁
村
寺
泊
に
お
い
て
も
、
四
〇
〇
名
の
杜
氏
出
稼 

を
聚
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
'「

四
月
中
旬
酒
^
よ
り
帰
へ
り

来
る
や
五
、

六
月
迄
北
海
に
出
漁
し
て
鰛
を
と
り
、
五
月
の
節
句
頃
よ
り
屋
艰
葺
の
出
張
の 

:

出
稼
に
出
づ
る
も
の
五
、
六
十
名
を
数
へ
：、
残
り
一
〇
〇
戸
位
は
純
粋
の
漁
業
. 

に
従
辦
し
他
は
農
家
及
土
方
の
0

傭
労
働
と
な
.
っ
.て
ゐ
る」

，(

九
七
頁r

 

r

斯 

く
て
漁
業
に
於
け
る
大
資
本
に
よ
る
発
動
機
船
の
：発
達
と
共
に
旧
来
の
小
漁
夫
：

:

は
淀
着
性
を
失
ひ
て
賃
銀
労
働
者
と
な
り
て
栘
動
生
活
に
移
ら
ざ
る
.を

得

ざ

る
. 

C

と
と
な
る
の
で
あ
る」

(

九
七
頁)

。
 

(
,

，
岩
塚
村
の
報
告
に
よ
れ
ば
、「

本
村
の
生
産
は
、

(

一)

_農
耕k

よ
る
米
作
収 

:

入
:.

十
四
万
円
へ(

ニ)

.

.養
蚕
に
.
.よ
.る
藤
収
入
十
四
方
円
、

S

) 

3
3

稼
収
入 

十
万
円
ノ
酒
造
出
稼
者
六
万
円
、•
.女

工
出
稼
者
.四
.万
円
以
上
の
三
に
し
て
： 

收
入
相
匹
敵
し1

村
.の
経
済
を
維
持
し
つ
X

あ
り
故
に
酒
造
出
稼
の
消
長
を
直
.
. 

ち
に
以
て
一
村
の
.
盛
衰
に
関
す
る
と
云
ふ
べ
く
経
済
的
に
.重
要
な
る
位
置
.に
あ 

り
/

し
た
が
っ
て「

本
村
と
し
て
は
.今
後
益
々
之
が
発
達
を
企
途
す
る
の
外 

な
し」

，(

九
五
|

九
六
頁)

0

. 

:

前
頁
の
表
4
 • 

4

は
塚
山
村
€>
-

‘出
稼
者
激
.と
そ
の
送
金
額
の
時
系
列
資
料
で
' 

あ
る
。
昭
和
ニ
年
現
在
で 

一
-A

当

り

送

金

額

は

：
一
三
.
ニ

 

V

I
円
と
な
っ
て
い
.る 

が
、
こ
れ
は
出
稼
者「

稼
高
の
全
額
を
送
金
し
家
郷
の
経
済
を
補
助
し
お
れ 

る」
(

.一
三
〇
頁)

こ
ど
を
示
し
て
い
る
。

「

是
に
於
て
出
稼
の
•意

.
味

は

愈

々

重
 

大
に
な
る
の
.で
あ
る」

(

一
，
三◦

頁)
「

杜
氏
出
稼
者
は
唯
に
人
数
上
よ
り
見
.て 

重
大
な
る
意
味
を
有
す
る
め
み
な
ら
ず
、
又
農
村
経
済
上
の
死
活
問
題
た
る
こ

.
 

.
 

v

 

六
四
',(

5

ー
〇)

'

^

を
.明I

日
し
得
る」

「

出
稼
者
办
重
要
性
は
単
に
副
業
的
意
味
.を

有

す

る

.の

み 

な
ら
ざ
る
.を
知
るI

V

 (

九
五
頁)

。

ン
：

氺
こ
の
送
金
額
は
、
,:
.
:

「

同
村
信
用
組
食
ニ
：振
替
貯
金
ト
シ
テ
送
金
シ
タ
ル
金
額 

ノ
ミ
ニ
'ゾ
テ
此
ノ
外
那
便
為
替
又
ハ
個
人
持
帰
リ
シ
タ
ル
金
額
モ
亦
最
近
ノ
状 

.

況
ョ
リ
見
ル
時
ハ
毎
：年
五
千
円
ヲ
降
ラ
サ
ル
?

ゾ
.

J
(
一 .

三
〇
頁)

新
潟
県
下
平 

均
の
杜
氏
収
入
の
平
均
は
：一
五
三
円
な
の
で
、
こ
れ
に
く
ら
べ
る
と
本
文
の
と 

.

.お
り
.全
額
送
余
と
の
'推
測
が
成
り
立
.つ
わ
け
で
あ
る
。

.

.(

"
労
働
事
情
調
査
"

襍
玫—

そ
の
三
丨)

■ 

. '

.

:■

.

.

.

余

白

に

.

長
男
.
.一；人
を
残
し
て
-
-
そ
れ
で
も
ま
だ
食
へ
な
.か
っ
た
-
-
女
は
工
場
の
女

エ
に
、
次
男
も
三
男
も
啊
処
か
_へ
出
て
働
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
鍋
で
豆
を 

い
る
や
う
に
、
余
っ
た
人
間
は
ド
シ
ド
シ
土
地
-か
ら
ハ
ネ
飛
ば
.さ
れ
て
、
市
に 

流
れ
出
て
'き
た
。
彼

等

(

秋
田
、
青
森
、
岩
手
か
ら
来
た「

百
姓
の
漁
夫」)

は 

/

 

■み
ん
な「

金
を
.残
し
て」

内
地
に
帰
る
こ
と
を
考
へ
て
ゐ
る
。

I

小
林
多
喜
一
，一『

.

M

H船
.

』

.

I
 

( 

十

L

月
，の
獲
入
れ
が
ず
む
と
、
九
谷
育
三
は
、
.白
髪
の
ィ
ガ
栗
頭
を
振
っ
て
、
 

留
吉
の
家
へ
出
発
の
用
.意
を
す
る
よ
う
知
ら
せ
に
き
た
'。
留
吉
は
杜
氏
の
ロ
が 

見
つ
か
っ
た
の
も
、
み
な
こ
の
.育
三
の
世
話
に
よ
っ
て
い
た
し
、
働
き
者
の
お 

し
ん
を
得
た
の
も
、
い
づ
'
て
み
れ
ば
間
接
的
に
は
こ
の
育
三
の
世
話
，で
越
後
の 

社
.氏
仲
間
と
知
り
あ
う
よ
.う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
育
三
に
は
感
謝
し
て
い 

た
。
年
輩
者
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
..
.
い
つ
も
素
直i
T

留
吉
は
育
三
に
し
た
が
っ 

て
京
へ
出
か
け
た
。
 

.

'

丨
'水
上
勉『

越
後
つ
つ
い
し
親
不
知』

I

/
書
 

評

.

日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
編

.
 

：

『

総
評
十
年
史

』

'

' 

. 

飯
.

田
 

鼎

.

戦
後
日
本
の
労
働
組
合
運
動
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
^

と
き
、
日
本
労
働
組
合 

総
評
讓
会
、
い
わ
ゆ
る
：総
評
の
果
し
た
偉
大
な
役
割
を
何
人
も
否
定
す
る
こ
と 

は
で
き
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
天
皇
制
軍
国
主
義
の
崩
壊
と
パ 

民
主
主
義
革
命
の
嵐
、
戦
争
の
惨
ま
し
い
傷
痕
、
破
壊
的
な
惡
性
ィ
.ン
ラ
レ
丨 

シ
ョ
シ
、
勤
労
大
衆
の
生
活
の
絶
対
讷
窮
乏
化
の
な
か
で
、
労
働
組
合
連
'動 

拟
、
日
本
の
服
史
上
は
じ
め
て
逞
.ま
し
い
足
ど
り
で
前
進
.を
開
始
し
た
。
し
か
，
 

し
な
が
ら
、.
世
界
の
歴
史
上
、
珍
ら
し
い
ほ
ど
の
異
常
な
発
展
を
示
し
た
日
本 

の
.労
働
運
動
は
、
実
は
ひ
と
つ
に
は
、
勤
労
者
が
敗
戦
に
ょ
る
反
動
的
支
配
体 

.带
の
崩
壊
と
生
.
-©
-

の
危
機
か
ら
や
む
.に
や
ま
れ
ず
起
ち
上
っ
た
と
い
ぅ
下
か
ら 

の
自
然
発
生
的
な
運
動
の
側
面
と
、.
こ
れ
と
裏
腹
の
関
係
に
お
い
て
、
そ
れ 

は
、
当
時
の
戦
勝
者
、
占
領
者
I

あ
る
い
は
む
し
ろ
征
服
者
と
：い
っ
た
方
が

あ

，た

る

力

.
も

し

れ

な

V

-
-
-
-

の
政
策
と
し
て
上
か
ら

与

え

ら
れ
..る
と

；い.XPV

側
面

を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
見
逃
し
え
な
い
。
実
は
こ
こ
に
.
日
本
の
，戦
後

の
労
働
運 

動
の
も
つ
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
。

:

す

な

わ

ち

ひ

，
と

.た
'び
占
領
者
の
政
策
が
、：.
何

ら

か

の

理

由

に

ょ

，
り

変

更

さ

れ
 

た
/場
合
に
は
、
い
ま
ま
で
既
得
権
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
も
瞬
時
に
し

て
奪
わ
れ
、
'労
働
者
階
級
の
運
動
そ
の
も
の
が
重
大
な
危
機
に
お
と
し
い
れ
ら 

れ
る
も
の
，で
あ
る
と
と
は
、
戦
後
日
本
労
働
組
合
運
動
が
.わ
れ
わ
れ
に
与
え
た 

い
た
ま
し
い
教
訓
で
あ
っ
だ
。
そ
の
意
味
で
は
戦
後
日
本
の
労
働
者
階
級
に
あ 

た
え
た
も
ろ
も
ろ
.の
権
利
は
、
日
々
新
た
に
闘
い
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
か
か
っ 

た
の
で
あ
り
、
.手
放
し
で
容
易
に
亭
受
し
う
る
と
由
心
え
ば
す
ぐ
さ
ま
失
わ
れ
て 

い
く
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
権
利
と
は
ま
さ
し
く
闘
い
の
な
か
で
こ
そ
獲
ち 

え
ら
れ
、.
し
か
も
擁
護
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
日
本
労
働
組
合
総
評
議
会 

の
_

い
の
歴
史
は
、
わ
.れ
わ
れ
を
し
て
真
に
こ
の
こ
：と
.を
痛
感
せ
し
め
ず
に
は 

お
か
な
い
。
'-
.

.

総
評
編
纂
に
よ
る
本
書
は
、
岡
崎
三
郞
、
岡
十
万
男
両
氏
.に
よ
っ
て
執
筆
さ 

れ
た
と
；い
わ
れ
る
が
；
七
〇
〇
頁
以
上
に
及
ぶ
大
冊
で
あ
り
、
.た
ん
に
総
評
の 

歴
史
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
戦
後
日
本
の
労
働
組
合
運
動
史
に
か
ん
す
る
重
要 

な
史
料
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
含
ん
で
お
.り
、
平
明
な
叙
述
は
読
む
者
を
倦
怠 

せ
し
め
な
い
。

つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
か
ら
成
っ
て
い
る
。

.

第
.
ー
篇
総
評
結
成
の
背
景
、

一
、
総
同
盟
の
結
成
、
ニ
、.
産
別
会
議
の
結 

.成
、
三
、.
社
会
党
と
共
齋
党
、
四
、
統
一
闘
争
.の
第
一
.
波
、
五
、
ニ
ニ
闘
争
、
 

六
、
全
労
連
の
結
成
、，
七
、
片
山
社
会
党
首
班
内
閣
、
八
、
組
合
民
主
化
運
動 

の
発
足
、
九
、,
全
官
公
の
大
闘
争
、

. 一0

ゝ

政

令

ニ

〇

ー

，
号

の

波

紋

、

一

一

、 

全
労
会
.議
準
備
会
発
足
前
後
、

一
二
、
補
給
金
廃
止
と
行
政
整
理
、

ニ
ニ
、
民 

同
の
主
導
権
。

■■
.

.

.

.

第
二
篇
総
評
の

.発
足
、.

1
、

総
評
結
成
の
準
備
、
ニ
'
総
評
発
足
前
後
の 

情
勢
。
三
'

総
評
結
成
準
備
大
会
、
日
、
総
評
第
一
回
結
成
大
，

五
、
総
評
第 

1
.

回
結
成
大
会
続
き
、

■

六
、.
.朝

鮮

戦

争

と

レ

ッ

、
ド

，
。
ハ

！

ジ

、
' 
七
、
組
織
の
整


